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第二次世界大戦とオーストラリア―その 1
第一次世界大戦前後から第二次世界大戦勃発前後まで

鈴　木　英　夫

  １．はじめに 

 　第二次世界大戦は，1939 年 9 月 1 日ヒット
ラーのドイツ軍がポーランドに侵入したときに
始まったとされる。イギリスとフランスは，ド
イツに対しポーランドからの撤兵を要求，これ
をドイツが無視したことにより 9 月 3 日，英仏
両政府は対独宣戦布告に踏み切り，ここにヨー
ロッパの三大強国は交戦状態に入った。

　1930 年代，特にその半ば以降，ヨーロッパ
大陸，北アフリカ，極東では様々な軍事的緊
張や衝突が生じていた。33 年ドイツでヒット
ラーが政権掌握。35 年ヒットラーのドイツ再
軍備宣言および 36 年のロカルノ条約破棄とラ
インラント進駐。アフリカ北東部において 35―
36 年にかけ，イタリアによるエチオピア併合。
36 年末，蒋介石が張学良に監禁された西安事
件。中国において国共合作が始動。37 年盧溝
橋事件以後の第二次上海事変。日本軍の南京制
圧，そして日中戦争の泥沼化。38 年ドイツに
よるオーストリア併合とチェコのズデーテン併
合……などなどである。お互い必ずしも関連の
ない，別個の火災であるかのように見えたこれ
らの衝突や緊張が，次第につながり合い，結び
つきを強め，ついにはそれらが一体の火炎とな
り，世界の半分以上を覆う歴史上最大の爆発と
なって燃え上がった。

　日本から見ると赤道のむこう，南太平洋上の
遥かかなたにあるオーストラリアも，この巨大

な業火の中に身を投じて行った。イギリス，
ニュージーランド，カナダ，南アフリカ，イン
ドなど，他の大英帝国の国々と共に（後にはア
メリカも加わって），人口小国であるオースト
ラリアは，北アフリカの砂漠で，ヨーロッパの
戦場（特にギリシャ）で，地中海のクレタ島で，
ニューギニアなど南太平洋の島々で，東南アジ
アで，危険に満ちた，苦しい，数年にわたる戦
争を戦うことになった。
　オーストラリアは何故，またどのようにこの
世界戦争に巻き込まれ，そして具体的にどのよ
うに戦ったのだろうか。この小論では，オース
トラリアが第二次世界大戦に参戦していく過程
をたどっていくことにする。

　オーストラリアは，ニュージーランド，カナ
ダ，南ア，インドなどと共に，大英帝国の一
角をなしていた。従って，イギリスがドイツ
に宣戦布告したからには，オーストラリアも
当然ドイツに対して宣戦布告したのだという
側面があることも確かである。1939 年当時，
オーストラリアにはメンジス政権が成立してお
り（Country Party との連立政権），44 歳の彼
を党首とする統一オーストラリア党（United 
Australia Party，後の自由党 Liberal Party）
は大英帝国への忠誠がより強く，その中でも特
に首相のロバート・メンジス自身は，一貫して
大英帝国第一主義の立場をとっていた。イギリ
スの安全無くしてオーストラリアの安全は無い
という立場である。しかし，オーストラリアが
大戦に参戦していく背景には，単に大英帝国へ
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の忠誠ということだけで割り切れない歴史的，
地理的，国防上の事情，オーストラリア独自の
ニュアンスがあった。確かに 1939 年 9 月，イ
ギリスの決定＝オーストラリアの決定という等
式が成立したものの，この等式に付随して，歴
史や内部事情を反映した，非常に数多くの連立
方程式群があったということである。それらの
背景や事情をたどっていくことにより，オース
トラリアという国にとって第二次世界大戦，そ
の一部である太平洋戦争，そしてその部分であ
る南太平洋での戦い，マレー半島やシンガポー
ルの戦い，タイ・ビルマでの悲劇……がもって
いる意味や文脈がよりよく見えてくるのではな
いかと思われる。またそれらの事情や背景を考
慮しないと，オーストラリアがなぜ，具体的に
あのように戦ったのかが見えてこない。この国
もその国民も，単純な等式だけで説明するわけ
にはいかない複雑さをもっているからである。
　たとえばそれはどういうことか？　後に詳し
く述べていくことになるが，オーストラリアの
軍組織の中枢付近には，オーストラリアの国防
とイギリスの防衛とは，果たして常に両立する
ものなのか……ある種の状況が生起した場合，
それらは両立しえないものであるかもしれない
という根本的な疑念があった。つまり，果たし
てオーストラリアの国防上の利害とイギリスの
利害を，ほぼ完全に同一視して良いのかという
疑念である。また，特にオーストラリアの野党
政治家の中には，オーストラリアの軍事力は，
第一義的に，オーストラリア自身の国防のため
にあるべきという考えもあり，大英帝国一辺
倒路線とは異なるものだった。（実はメンジス
首相自身ですらイギリスの利害を第一に置きつ
つも，軍事強国日本の出方に重大な考慮を払っ
ていた。）これらの疑念の芽は，第二次大戦が
始まり，ヨーロッパの戦況が進展していくにつ
れ，着実に大きくなっていった。1941 年 12 月
の太平洋戦争開戦が近づくとともに，無視でき

ない問題となっていた。
　このような戦略的に重大な問題の他に，オー
ストラリアの実際の戦力の性格，構造に関して
も，オーストラリア独自の様相があった。オー
ストラリア軍とイギリスなど他の国々の兵力の
間には，かなり大きな性格の違いがあったので
ある。もちろん日本の軍とは大きく異なってい
た。一つの例を挙げる。ニューギニアやラバウ
ルで日本軍と戦った連合軍の地上軍の主力は，
1942 年末という決定的に重要な段階にたどり
着くまでの期間，オーストラリア陸軍だった。
戦時におけるオーストラリア陸軍には 2 種類の
兵士たちがいた。一方は志願兵であり，志願兵
はオーストラリアの領土内はもちろん，国外に
派遣されて戦うことを承知で，そのためにこそ
志願した兵士たちである。もう一方は徴兵され
た兵士たちであり，徴兵された彼らは海外に派
兵されることはなかった。そして彼らこそが
数字上主力だった。（実はもう一種類，規模が
小さかったがオーストラリアの常備軍 regular 
soldiers があり，これを加えると，オーストラ
リアには 3 種類の兵士たちがいたというべきか
もしれない。）
　日本の場合，徴兵制によって軍隊に入隊した
日本兵は，命令されれば世界のどこにでも送
られ，戦わされた。オーストラリアの国防法

（Defence Act 1903　Sections 48，49）の下で
は，徴兵された兵士（conscripts）は海外に派
兵されることが無いとされていた（1）。オースト
ラリア兵は，日本兵やアメリカ兵，イギリス兵
とは置かれた状況が異なっていたのだ。ニュー
ギニアの戦いでは，43 年以降オーストラリア
軍を主体とする連合軍の地上軍が優勢となり，
日本軍を追撃するようになるが，オーストラリ
ア陸軍司令官は，日本軍やアメリカ軍の司令官
だったら悩まないような，ある問題に悩むこと
になった。日本軍を追撃していって，オースト
ラリアの主権が及ばない地域，たとえば当時の
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蘭領ニューギニア（今のインドネシア領西イリ
アン）に，徴兵された兵士が入り込まざるを得
なくなったらどうするかという問題である。徴
兵兵士に国境を越えて突っ込めと命令すれば，
命令者は国防法に違反したことになる。しか
し，命令しなければ日本軍掃討攻撃作戦の好機
を逃してしまうかもしれない。（この問題は，
オーストラリア陸軍司令官の更に上にいた連合
軍陸軍総司令官マッカーサーを驚かせ，苛立た
せた。オーストラリア政府は 43 年になって何
とか法的な“回り道”をつけてこの問題をあ
る程度しのいだ。後述）何故このような国防法
1903 年が成立し，なぜ維持されてきたかとい
うことには，オーストラリア特有の歴史的事情

（後述）があったのである。

　以上のこと，および後に述べる様々な事実な
どが示すように，第二次大戦，太平洋戦争にお
けるオーストラリアの具体的な決定や行動に
は，イギリスの決定＝大英帝国一員オーストラ
リアの追随という等式だけでは叙述しきれな
い，この国特有の複雑な社会的，歴史的背景が
反映されていた。

　この小論は，より長い論文の最初の部分であ
る。オーストラリアが第二次大戦に突入するま
での過程を辿っていく。主題が戦争のことであ
るだけに，戦争がはじまるまでのオーストラリ
アの国内状況に触れ，必要に応じてオーストラ
リアを遠く離れた国外の状況にも，また過去の
重要な出来事にも言及せざるを得ない。そこで，
この小論の構成を次のようにしたい。
　第 2 節では，第一次世界大戦以後，オースト
ラリアの状況およびオーストラリアを取り巻く
周辺状況がどのようになっていったか，特に，
オーストラリアの領土および領土周辺にはどの
ような新しい状況が出現したかを見ていく。こ
の新しい状況は，オーストラリアの外交や軍事
に対して少なからぬ思考転換の必要性を意味し
た。オーストラリアの国防思想，軍事面の政策
にも変化をもたらすことになった。
　第 3 節では，第一次大戦後のオーストラリア
周辺および世界的な流れ変化の中で，オースト
ラリアの国防思想，軍事面の政策にどのような
変化が出てきたのかを見ていく。まずオースト
ラリアの兵力，特に陸軍に関するものごとの推
移をみていく。なぜ特に陸軍なのかといえば，
後の第二次大戦，太平洋戦争において，やはり
オーストラリア陸軍こそが（オーストラリアの
兵力の中で）主要な役割を果たしていくからで
ある。20 年代から 30 年代前半まで，オースト
ラリアでは陸軍兵力が以前よりもかなり軽視さ
れる傾向があったが，39 年 9 月第二次大戦が
いったん始まると，やはり陸軍力が主要兵力と

敗走する日本軍を追撃して，米軍と一緒にオース
トラリア国境を越えようとするオーストラリア兵
に対し，首相カーティンが，「お前は徴兵された兵
士だ，この国境線を越えてはならん」と押しとど
めている 43 年当時の漫画挿絵（2）。
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ならざるを得なかった。さきの例に触れたよう
に，オーストラリアの兵力構成の基礎は，国防
法（Defence Act 1903）であり，この拘束のも
とで，オーストラリアは他の国々の兵力とはか
なり異なる性格，異なる構造の陸軍をもつよう
になっていた。このことの歴史的な背景につい
ても触れていかなければならない。その上で国
防思想や軍事的な政策の推移を見ていくことに
なる。
　これらに続いて第 4 節では，ヨーロッパの状
況を我々の議論にとって必要な範囲で追ってい
かなければならない。最初に述べたように，第
二次世界大戦はまずヨーロッパで勃発した。
ヨーロッパ戦線の戦局の推移は，オーストラリ
アのその後の動きに重大なインパクトを持っ
た。また，ヨーロッパの軍事状況の展開は，ア
ジア太平洋の軍事状況に決定的な影響を与える
とオーストラリアは感じていた。このことに関
しては，イギリスも同様であった。イギリスが
孤立して軍事的脅威にさらされる事態に陥った
場合，アジア太平洋情勢に重大な変化が起きか
ねない，そうなれば（イギリスの安全だけでは
なく）オーストラリアの安全にとって極めて深
刻な状況を惹起する可能性が出てくる。オース
トラリアはこれにどのように反応したか……こ
のことを辿っていく。

2． 第一次大戦後のオーストラリア：領
土，国際連盟信託統治，海域をめぐる
状況など

　第一次大戦の初期の段階で，オーストラリア
は，ドイツが植民地としていた太平洋赤道付近
の大小多数の島のうち，赤道以南の島々を攻撃
占領する。ニューギニア，ビスマルク諸島，ナ
ウル，ソロモン諸島のブーゲンビル島などの
島々である。ビスマルク諸島にはニューブリテ
ン島が含まれ，ここにはラバウルという都市が
あり（今は無い），ドイツは植民地ニューギニ

ア統治の中心をラバウルに置いていた。
　また第一次大戦中オーストラリアは，大英帝
国の一員として中東，北アフリカ，ヨーロッ
パ に 志 願 兵 部 隊（AIF Australian Imperial 
Force）をおくり，ダーダネルス海峡トルコの
ガリポリ半島上陸作戦，エジプトでのスエズ運
河防衛，シリア，レバノンでの戦い，そしてド
イツとフランス，ベルギー国境の西部戦線での
戦いに，重要な兵力として参加した。
　オーストラリア戦争記念館のウェブサイト
https: //www.awm.gov.au/atwar/ww1/ に よ
れば，第一次大戦に，国内防備を含めた様々な
形で参加したオーストラリア人の数は 416,809
人，戦死者数は 62,000 人以上，負傷者，ガス
兵器に攻撃された兵士，捕虜となったものの合
計 156,000 人となっている。当時のオーストラ
リア総人口は 500 万人弱であり，その約 1.2％
が戦死したことになる。（今の日本の人口の
1.2％は 140 万人 !!　にあたる。）

　第一次大戦以前，ドイツは太平洋海域，とく
に太平洋の中南西海域に多数の島嶼植民地を領
有していた。この海域の地図を見てみる。ニュー
ギニア本島は西側半分が蘭領ニューギニアで
あったが，東半分のうち北の方をドイツが，南
側はオーストラリアが支配していた。西サモア
も以前はドイツ領であった（東サモアはアメリ
カ領）。メラネシア海域にあるビスマルク諸島
はその名前からしてもちろんドイツ領であり，
既述のようにラバウルという都市もビスマルク
諸島の一つニューブリテン（独名ノイポンメル
ン）島にあった。ソロモン諸島のブーゲンビル
島もドイツ領であり，ナウルも独領だった。赤
道の北側では，ミクロネシア諸島，つまりカロ
リン諸島，マリアナ諸島，マーシャル諸島，パ
ラオ諸島がやはりドイツ領だった。以下は第一
次世界大戦前の海域地図と大戦後の地図を対比
させたもの。
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　ドイツは，他のヨーロッパ諸国と比べて，か
なり遅れてやってきた植民地勢力だった。自分
で「発見」して植民地にした島々のほかに，勢
いが衰えたスペイン帝国から 19 世紀末ミクロ
ネシア諸島などを金銭購入し，植民地に加えた
のである。ミクロネシアのうちでもグアムは，
1898 年にアメリカ・スペイン戦争後にアメリ
カ領となり，グアムだけは太平洋戦争が始まる
まで（現在も）アメリカ領にとどまった。
　第一次大戦がはじまると，太平洋に広がるこ
れらドイツ領植民地は，赤道以北を連合国側に
立った日本軍がまたたく間に攻撃占領し，赤道
以南は大英帝国の一員たるオーストラリアが主
力となって上陸，占領した。（これらの状況に
ついては，等松春夫著「日本帝国と委任統治」
2011 年名古屋大学出版会。）
　さて第一次世界大戦は，ドイツ（プロシャ帝

国），トルコ（オスマン帝国），オーストリア＝
ハンガリー帝国の敗北で 1918 年に終結した。
終戦は太平洋地域の旧ドイツ領に，後にオース
トラリアやニュージーランドにとって，極めて
大きな意味を持つ変化をもたらすことになっ
た。戦勝国によるベルサイユ会議が開かれ，ア
メリカのウィルソン大統領の大きなリーダー
シップのもと，1920 年に国際連盟が発足する。
国際連盟は，赤道以北の旧ドイツ領について
は，そこを占領統治していた日本に連盟の信託
を与えて統治させることを決定した。他方，赤
道以南の旧ドイツ領は，やはり連盟の信託のも
とに大英英国の一員としてのオーストラリアが
信託統治することになった。なお，他の旧ドイ
ツ領から東に大きく離れていた西サモアは，
ニュージーランドが信託統治することになっ
た。（ちなみに，ベルサイユ会議で決定された

「地図 1」　第一次世界大戦以前の海域　（独）ドイツ領（米）アメリカ領，（豪）オーストラリア領
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のは太平洋方面のドイツ領だけではない。敗戦
国のオスマン帝国トルコの中東における領土
も，この会議で処分が決まる。中東における現
在まで続く政治的，軍事的混乱には，ベルサイ
ユ会議の決定も……唯一のではないにせよ……
遠因として大きく絡んでいた。）
　これら太平洋地域における戦後処理の一連の
進展は，オーストラリアの周辺の状況をかなり
大きく変えることになった。日本というアジア
の新興軍事大国，それも国際連盟の常任理事国
の一角をなすほどになった強国が，いまや赤道
付近まで拡張されたオーストラリアの海域と接
して，赤道以北に統治海域を構えることになっ
たからである。日本の勢力拡大はオーストラリ
アにとって，かなり居心地のよくない状況をも
たらしたのであった。また，日本がミクロネシ

アを統治するようになったことは，アメリカに
とって，米本土やハワイ諸島とフィリッピンの
間に，（アメリカが決して信用しているわけで
はない）日本が立ちはだかる……かもしれない
……という厄介なシナリオが生じたということ
でもあった。オーストラリアやアメリカのこの
懸念は，後に太平洋戦争が始まることにより，
劇的な形で現実化していくことになる。オース
トラリアの「居心地の悪さ」については，もう
一度戻ってくる。

　さて日本とオーストラリアが二分することに
なった旧ドイツ領である。日本は南洋庁を設立
し，パラオ諸島のコロールに行政の中心を置い
た。サイパンやトラック諸島，ポナペ，ヤップ
などに支庁を置き，それぞれお互い大きく離れ

「地図 2」　1920 年代，30 年代の海域
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た島々を統治することになった。日本の南洋庁
による裁判，教育，産業開発，治安や保健衛生
などが開始された。
　この時点まで，太平洋海域における日本の
領土は，南鳥島，硫黄島，沖ノ鳥島，沖大東
島などの海域で留まっていた。1900 年前後に
アホウドリの羽毛やはく製，肥料用の海鳥の
フン（グアノ）採取を目的とした日本の民間人
たちの太平洋南下活動によって，それらの島々
が日本の領土となったのであった（3）。しかし，
第一次大戦前にはこれら日本の領土と赤道との
間に，当時ドイツ領だったマリアナ諸島，マー
シャル諸島などがあったのである。

　オーストラリアは信託統治の中心を，ビスマ
ルク諸島の一部をなすニューブリテン島北東部
のガゼル（Gazelle）半島にあるラバウルに置
くことになった。ラバウルは旧ドイツ領時代に
もドイツが行政の中心をおいたところである。
ニューブリテン島は，旧独領ニューギニア（独
名カイザーウィルヘルムスラント）とはビス
マルク海を隔てて離れている。もともとドイツ
人たちが開発した都市であるが，道路がかなり
の程度に整備され，大型船舶が入ってくるこ
とのできる湾，ブランシェ（Blanche Bay）湾
があった。ブランシェ湾は 2 つの湾からなっ
ていた。シンプソン（Simpson）湾とマチュピ

（Matupi）湾である。後者は 30 万トン分の船
舶が停泊することができる天然の良港？　だっ
た（疑問符？の意味は，湾周辺には大噴火を起
こす活火山が幾つもあり，地震の巣だったとい
うことである）（4）。オーストラリアはラバウル
の開発をさらに進めた。ラバウルには，太平洋
戦争が始まるまで 1000 人ほどのヨーロッパ人
たちが住むようになる。ミラー彼らのために発
電所や製氷施設もあり，海水プールなどもあっ
た。ラバウル市の中心にはマンゴーアベニュー
という名称のストリートがあって，道の両側に

マンゴーの並木が長くのび，季節になると人々
は歩きながらマンゴーの実をとったものだった
という。市の南東のラクナイ Lakunai に滑走
路ができ，市からかなり離れた南西方向のブナ
カナウ Vunakanau にもう一つの滑走路が作ら
れた。これらによって，オーストラリア本土や
パプアとラバウル間が航空機で往復できるよう
になった。ラバウルのことについては，ラバウ
ルの戦いを述べる後の論文において，もう一度，
より詳しく触れる予定である。
　ここで，ラバウルのあるニューブリテン島よ
りもはるかに広い旧独領ニューギニアについて
も触れておく。地図でも見られるように，ニュー
ギニア本島の東半分は，おおよそビスマルク山
脈やオーエンスタンレー山脈を境として，旧ド
イツ領ニューギニア（北半分）とオーストラリ
ア領パプア（南半分）に分かれていた。第一
次大戦後，ニューギニアの方も国際連盟の信託
統治領としてオーストラリアの行政統治下に入
り，またビスマルク諸島やソロモン諸島もオー
ストラリアの統治下に入ったのは既述のとおり
である。パプアは 1901 年以来オーストラリア
領であり，サンゴ海に面しており，行政の中心
はポートモースビー（ポートモレスビー）Port 
Moresby にあった。従来からのパプアと，新
しく統治下に入った旧独領ニューギニアを加

「地図 3」　 パプア，ニューギニア，ニューブリテ
　ン島，サンゴ海　ビスマルク海など



8 第 19 巻　第 1 号

え，ニューギニア本島の東半分（およびビスマ
ルク諸島，ソロモン諸島）は，すべてオースト
ラリアが統治することになった。このようにし
てラバウルとポートモースビーが行政の二つの
中心となったのである。

　日本の統治海域が，オーストラリアの領土や
信託統治領のすぐ近くまで拡大されてきたこと
は，オーストラリアにとって決して「居心地の
良いものではなかった」と既に述べた。日本と
いう国は，オーストラリアにとって重要な輸出
市場になりつつあったものの，親しい関係があ
るわけでもなく，お互いよく知っていたわけで
もない。そして日本は，1910 年代までには太
平洋地域における相当な規模の海軍力を持った
軍事的強国として登場していた。そのような国
の統治海域が，オーストラリアの統治海域のす
ぐ隣に拡大してきたのである。
　さらに「居心地の良くない」もう一つの要素
として，オーストラリアが 20 世紀の半ばころ
まで引きずってきたアジアに対する感情がから
んでいた。オーストラリア人やニュージーラン
ド人は，ヨーロッパを遠く離れて南太平洋にま
でやってきて，この地に定住したヨーロッパ系
の人たちである。アジアの人口と比べて極めて
小さな白人人口だった。海を隔てて，オースト
ラリアの北方にはアジアの世界が広がってい
る。彼らには，ある種の強い孤立感があった。
19 世紀の東南アジアは，ほとんどがヨーロッ
パの植民地になっていたとはいえ，そこには外
見も，宗教も，歴史も異なる，ものすごい数の
人々が住んでいた。さらに北の中国などには何
億人もいて，自分たちとは全く異なる歴史の流
れの中で，まったく異なる社会の中に暮らして
いるそうだ。日本などという，中国よりさらに
向こうにある国もあるようだ。イギリスの真似
をして，鉄やら船やらも作ろうとしていると聞
いた。オーストラリアのゴールドラッシュの時

代（1850 年ころ～）には中国人がオーストラ
リアに入ってきたが，自分たちとは全然違った
なあ。食べ物も，着るものも，話す言葉も我々
と全く違ったし，すごい低賃金で働くものだか
ら，我々の賃金が低くなるなどということも起
こったし，あれは迷惑だった。そいうやつらや
また別の奴らも，我々の北，アジア世界には何
億人もいるのだ。
　白豪主義（White Australia Policy），つまり
オーストラリアを主に大英帝国を中心とする
ヨーロッパ系白人の国家として維持し，それ以
外の人種の人間が入ってこようとするときに
は，厳しい審査を課していく制度は，このよう
なアジア人，アジア社会に対するオーストラ
リア人たちの様々な感情を背景としていた。
その感情の中には，あの黄色いやつら（yellow 
horde）が我々のところに上陸して来たらエラ
イことだ，我々は人口の少ない白人国家だし，
近くの白人国家のニュージーランドは我々より
ももっと小さいし，我々はヨーロッパからこん
なに離れている……という孤立の感情，脅威の
感情（黄禍論）が含まれていた（5）。

　これらの感情は，20 世紀の中盤以降，根本
的に変わり始め，変化は急激に加速，ほとんど
解消に向かう。しかしそれは大分あとになって
からの話である。20 世紀の初めころは，まだ
まだアジアに対する脅威感と自らの孤立感が強
かったといえる。しかも，アジアの北のあっ
ちの方の日本は，いつの間にか強国になって，
1894―95 年日清戦争であの中国を破り，1902 年
にはイギリスと軍事同盟を結んだ。日清戦争の
結果には驚かされたけれども，さらに恐ろしい
ことに，西洋ではヨーロッパの後進帝国と見ら
れていたとはいえ軍事大国だったはずのロシア
と 1904―05 年に戦って，日本という国はロシア
に対し，海戦でも，陸上戦でも勝ってしまっ
た。対馬沖の海戦では，ロシアのバルチック艦
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隊をほぼ全滅に追い込んだそうだ。しかもロシ
アの陸軍を破るなんて。……アジアにそういう
国が現れたんだ !!　何ということだ !!　日露戦
争は，オーストラリア人の心理に深い衝撃を与
えた出来事だった。
　そして日本は，それ以後も軍事力を増強し，
1910 年前後には太平洋における一大海軍勢力
として太平洋に登場した……と受けとめられる
ようになった。第一次世界大戦以前においてす
ら，既にそうなっていた。母国イギリスと同盟
関係を結んでいる国とはいえ，白豪主義をとっ
ているオーストラリアにしてみれば，アジアの
国日本が軍事強国として，しかも強力な海軍力
をもった強国として登場したことは，自らの安
全にどのような影響があるのかを考えざるを得
なかったのである。
　アメリカも第一次大戦以前，日本の太平洋海
域への登場という新たな状況を強く感じ，1907―
09 年に白色艦隊（Great White Fleet）を世界
周航に送り出し，太平洋においてはじめてアメ
リカ海軍力を誇示しようとしたのだった。（そ
の当時のアメリカの太平洋方面海軍力は，まだ
限られたものだったが。）
　第一次世界大戦が終結してベルサイユ会議が
開かれたとき，当時のオーストラリア首相ビ
リー・ヒューズ（労働党）は，オーストラリア
の代表として，また大英帝国の一員として会
議に出席する。ヒューズはオーストラリアの
利害，安全のために最大限の発言をしようと努
力する。ベルサイユ講和会議で主導権をとった
のは，アメリカ大統領ウッドロー・ウィルソン
だった。ウィルソンと比べれば，戦勝国の一角
とはいえオーストラリア首相ヒューズの発言
の重みははるかに少ないものだったろう。そ
れにも怯まずヒューズは，ウィルソンが第一
次大戦後の世界の原則として提案した 14 カ条

（Fourteen Points）にも楯突いた。ヒューズは，
保護貿易解消にかかわる議論では，オーストラ

リアの利害にかかわるものとして賛成しなかっ
た（6）。関税撤廃など押しつけられたら，ようや
く育ち始めたオーストラリアの産業，工業（以
前は海外からの輸入に大きく依存）の成長に大
きな支障となりかねない。また，ことの進展に
よっては，オーストラリアの農産物の輸出にも
悪い影響が出るかもしれない。植民地分割にか
かわる議論でも，ウィルソンの線に反対を唱え
た。ニューギニアは，信託統治ではなく，オー
ストラリア領とすべきだ，それがだめなら 999
年間の信託統治だ。また，会議の中で出された
人種問題にかかわることに関しては，オースト
ラリアの白豪主義の基本線を崩しかねないとし
て執拗な反対論陣を張った。成り行きによって
は，アジア人の中でも特に警戒を要する日本が，
これに乗じるかもしれない……。実際，会議に
おいて人種差別撤廃を強力に提案したのは日本
代表だった。
　ヒューズが様々なことについてしつこく反対
することに苛立ったウィルソン米大統領は，ミ
スター・ヒューズ，あなたは大変な犠牲を払っ
た後に，ようやくここまでたどり着いた連合国
国民 12 億人が望むことに反対するのですか !!
と声を荒げた。それに対して少々耳の遠かった
ヒューズは，大統領閣下，わたくしは戦死して
いった 6 万人のオーストラリア兵のために発言
しているのですと応えたのだった（7）。
　第一次大戦後の太平洋ドイツ領の信託統治分
割に関しても，ヒューズは何とか日本の信託統
治海域が，オーストラリアのそれから遠ざかる
ように努力してみた。しかし日本は，国際連盟
の常任理事国 4 カ国の一つになるほどの国であ
り，実際に大戦終結の段階でも，赤道以北の旧
ドイツ領を占領，統治していた。これを追い出
して現状を変更し，新たな統治の構図を作るこ
とは，アメリカやイギリスですら出来かねた。
従って，ヒューズの努力が実ることはなかった。

（実ったのは，ニューギニアとその周辺島嶼の
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999 年間信託統治のみ（8）。）ベルサイユ会議後
に国際連盟が結成され，日本とオーストラリア
の統治海域は，赤道をはさんで隣り合うように
なった。

3． 1903 年国防法，兵力の特異性，国防
をめぐっての様々な考え

3.1　1903 年国防法の成立―徴兵された兵士
は海外軍役を強制されない

　既に述べたように，オーストラリア陸軍の性
格，構造は，他の国々の軍隊のそれとはかなり
異なっていた。この違いを理解するには，歴史
をさかのぼる必要がある。
　オーストラリアが大英帝国内の一国として連
邦政府（国の中央政府のこと）を成立させた
のは 1901 年である。それまでは 6 つの植民地

（クィーンズランド，ニューサウスウェールズ，
ビクトリア，タスマニア，南オーストラリア，
西オーストラリア）に分かれ，それぞれがイギ
リスとつながっていた。01 年に自治国として
中央政府が成立し，以前の 6 つの植民地は 6 つ
の州となった。中央政府は 6 つの州を束ね，全
体を代表する連邦政府ということになった。連
邦政府が出現したからには，オーストラリア全
体の軍事力をどうするかという問題が出てく
る。それ以前は，6 つの各植民地がそれぞれに
指揮系統を持つ軍隊を持っていた。少数の常備
兵と，パートタイムで訓練に参加し，軍役を引
き受ける市民兵が小規模の植民地軍を構成して
いた。
　連邦政府が成立することになり，統一的な指
揮系統をもった軍を作らなければならないとい
う課題が出てきた。1901 年という連邦発足の
年に，それまでの各植民地の軍のトップたち（現
役のイギリス軍将校だった）が集まって会議が
開かれ，最初の国防法草案が提出される。この
国防法草案では，オーストラリアの軍事力の

性格を，オーストラリアの国土を守るための軍
事力であると同時に，大英帝国の防衛の一翼を
担う軍事力であると定めようとする。このよう
な考え方は，イギリスが各植民地に小規模なイ
ギリスの軍隊を置いているという形の，つい昨
日までのオーストラリアの状況からして，しか
もこの草案を作ったのが，それまで各植民地の
小規模軍を率いていたイギリス軍に属する上級
将校であったということからして，自然な流れ
だった。しかしこの草案は，議会において大き
な議論を招くことになった。
　草案の中には，オーストラリア軍は大英帝国
内の他の軍（要するにイギリス軍）と同じ法律
に従う，常備軍は海外に派遣されることがあ
る，また緊急時においては，18 歳から 60 歳ま
での男子は強制的に兵役に徴収されるなどと明
示した条項が入っていた（9）。オーストラリアの
安全が脅かされるようなときには，オーストラ
リア軍が出動して防衛するのは当然である。ま
たこれを大英帝国に対する脅威，攻撃と受けと
めて，オーストラリアへの脅威に対して，大英
帝国の軍事力も投入されるが，そのコインの裏
側として，オーストラリアの軍事力も，大英帝
国を守るための軍事力の一部をなし，海外に派
遣されるという考えである。しかし，結局この
草案は連邦議会が受け入れることにならなかっ
た。

　オーストラリア人の中には，このような提案
をそのまま受け入れるわけにはいかないと考え
る人々がかなり多く存在した。なぜか？　幾つ
もの理由があった。説明は少々長くなる。まず
大きな理由として，軍隊維持費用の問題があっ
た。誕生したばかりの連邦政府には，充分大き
な常備軍を維持していくほどの財政基盤が無
い，ましてや海外派兵要請にいつでも応えるこ
とのできるだけの準備を常に整えた兵力を維持
するほどの財政力は無いという議論である（10）。
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　また，オーストラリアには大英帝国の様々な
部分からやって来た人々，ときにお互い相容れ
ない意見を持った人々が住んでいた。たとえ
ば，アイルランド人たち。彼らはオーストラリ
アの人口の 25％前後を占めていた（11）が，アイ
ルランド人達は，アングロサクソンのイギリス
に征服され，虐げられてきたと感じる人々で
あった。アイルランドには，被征服民族として
の，歴史的な，根強い反英感情があった。カト
リック教徒がほとんどであり，英国国教会アン
グリカン教徒ではなかった。彼らにとって，大
英帝国の判断によって，大英帝国のために自分
たちや自分たちの息子たちが戦わされるように
なるということは，とうてい受け入れがたいこ
とだった。オーストラリアを守らなければなら
ない事態はありうるだろう，しかしオーストラ
リアの軍隊はオーストラリアの国土を守るもの
であるべきで，イギリスの利害を守るために世
界のどこかに派遣されるなどとんでもない。そ
してイギリス兵と同じ法律に従う？　冗談じゃ
ない !!　この関連でいえば，アイルランド……
当時独立国ではなく，イギリスの支配下にあっ
た……では常にイギリスに対する武力を含む抵
抗運動があったし，イギリスの治安部隊との大
きな衝突が珍しくなかった。オーストラリアの
カトリック教会が，ほとんどのアイルランド人
たちの精神的な支柱だった。（アイルランド人
たちのイギリス人に対する恨み，反発は，オー
ストラリアは勿論のこと，ニュージーランド，
カナダそしてアメリカにも持ち込まれていた。）
　また，オーストラリア社会には，イギリスの
身分社会，支配階級に強い敵意を持つ労働者層
も多くいた。中にはそれらがいやだからこそ
オーストラリアに移民してきた人々も多数い
た。彼らにとって，イギリスのエリート層が形
成するであろうイギリス政府の判断により，自
分たちが，自分の息子たちが，世界のどこかで
イギリスのために戦わされるということは，受

け入れがたかったのである。オーストラリア軍
は，オーストラリアを守るための軍隊であるべ
きで，イギリスの都合で，イギリスの法律の下
で戦わされたりするのはごめんだ。このよう
な意見は，特に労働者及び労働党内の有力な
グループの一部にみられたのであった。19 世
紀末までに，各植民地議会には労働党が躍進

（タスマニアを除く）しており，最大植民地の
ニューサウスウェールズでも保守の 2 党と勢
力を 3 分する躍進を見せており，1899 年には
クィーンズランド植民地では労働党政権が成立
していた。連邦成立後 3 年たった 1904 年には，
短い期間ではあったが労働党連邦政権が初めて
成立した（J. C. ワトソン労働党政権）。ちなみ
に，労働党内におけるアイルランド系の人々の
影響力は大きかった。（実は現在でもその傾向
が残っている。）ボーア戦争の際にも，オース
トラリア労働党およびアイルランド系オースト
ラリア人達の上に立つカトリック教会は，南ア
フリカへの志願兵派遣に対して明確に反対の立
場をとったのであった（12）。
　さらに，イギリス軍とオランダ系のボーア
人たちが戦った第二次ボーア戦争（1899 年 10
月～ 1902 年 5 月）の影響についても触れるべ
きであろう。この戦争は，オーストラリア人兵
士の（後に過大なと評されることもある）強兵
イメージを作り出すことになった。ボーア戦争
の詳細を叙述することはしないが，ボーア戦争
はちょうどオーストラリアの連邦成立（1901 年）
の直前直後の期間，オーストラリアの国防法を
どのような内容にするかについて激論が交わさ
れていたまさにその時期に戦われた戦争だった。
　金やダイアモンド採掘をもくろんだイギリス
人たちが，ボーア人たちのオレンジ共和国やト
ランスバール共和国に押しかけ，イギリス軍が
このイギリス人達を保護支援するという口実
で始まった戦争である。イギリス軍は 02 年，
最終的に勝利してボーア人達の土地を自国の
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植民地にしてしまうのであるが，そこに至るま
でに，幾つもの戦いで敗北したり，苦戦に陥っ
たりした。この戦争でオーストラリアからの志
願兵は非常に勇敢に戦ったとされている。開戦
と同時にイギリス政府はオーストラリアに兵士
派遣を要請し，6 つの植民地は，イギリス政府
の財政支援を受けてそれぞれに志願兵を募り，
各植民地部隊を編成して南アフリカに派兵し
た。彼らの戦場での華々しい活躍はオースト
ラリアに伝えられ，兵士たちの出身地では，そ
のニュースが熱狂を持って受け取られたのだっ
た。結局，ボーア戦争に参加したオーストラリ
ア人兵は 16,175 人。戦死および戦闘における
負傷を原因とする死者 251 人，病死者 267 人，
行方不明 43 人だった（13）。オーストラリアがイ
ギリスのために兵力を送った大規模戦争として
はボーア戦争が最初のもの（それ以前にもスー
ダンでの戦いにオーストラリアから兵が送られ
ている）であったが，この時に，オーストラリ
アの田舎（ブッシュ）出身の志願兵は，生まれ
つきの強兵であり（natural soldiers），ブッシュ
の若者に軍服と銃と馬を渡せば，すぐにどこの
国の兵隊にも負けない兵士になる……という信
念のようなものが広がったのである（14）。この
イメージは後々まで維持されていった。
　ブッシュの若者は生まれついての強兵だとい
う神話の拡がりは，1901―03 年に進行していた
オーストラリア国防政策立案にもかなりの影響
を与えただろう（15）。国防軍に対する財政費用
を抑えたい多くの政治家も，自分たちの若者は
生まれついての強兵だと信じるようになった多
くのオーストラリア人たちも，我々は大規模か
つ常設の軍を創設しなくてもよいのではないか
と考えたであろう。「進行中の」ボーア戦争に
も，実際派遣された数よりも多い志願者が押し
寄せたし，将来イギリスを守るための海外派遣
が必要となった時でも，志願兵を募れば充分な
数の若者が集まるだろうということだったろう。

　以上のように，オーストラリアには「オース
トラリアの兵力を大英帝国の兵士としてイギリ
スが関わる戦争に投入できるようにする」とい
う植民地軍のトップおよびイギリス政府の意向
に対し，ニュアンスの異なる幾つもの抵抗が
あった。1901 年の草案が拒否された後に，イ
ギリスから派遣されたエドワード・ハットン少
将 Major General Edward Hutton が初代オー
ストラリア連邦軍総司令官の地位に着くのであ
る（1902 年）が，彼のもとでさらに国防法案
が検討された。ハットンは常備軍の規模を拡大
することや，オーストラリア軍の海外派遣が出
来るようにする方向でもう一度努力を重ねた。
しかし，軍事予算の拡大や拡大された予算の恒
常化の可能性を嫌う勢力，イギリスのために戦
わされることに懐疑的な勢力などを抱える連邦
議会は，ハットン提案をめぐり，国防をどうす
るかの議論で再度紛糾し，ハットンの路線を拒
否した。
　1903 年国防法は，このように紛糾した議論
のあとに成立した。そこでは，もともとの草案
にあった条項，つまり他の大英帝国軍と同じ法
律に従うという条項，常備軍は海外に派遣され
うるという条項，18―60 歳の強制兵役徴集とい
う条項は削除された。「条項は草案にはあった
が，論議が紛糾した後に否定されたため削除さ
れたのだ」ということは重要な事実として残り，
1903 年国防法の 48 節，49 節では徴兵された兵
士は海外派兵されない，兵士は海外で戦うこと
を強制されないということが決まったのであっ
た（16）。
　かくして，兵力の海外派兵に関しては，オー
ストラリア連邦政府の判断によって海外に軍事
力を派遣することになった場合には，ボーア戦
争のときと同じように，海外に派遣されること
を承知で志願してくる志願兵を海外に派遣する
ことができるという線に落ち着いたのである。
これが 1903 年国防法における，徴兵兵士は海
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外派兵なしということの背景である。

　第一次大戦において，オーストラリアはドイ
ツ領南太平洋諸島，中東，北アフリカ，ヨー
ロッパの西部戦線に兵力を送り，戦った。また
シリア，ヨルダンや，ダーダネルス海峡のト
ルコ側海岸線のガリポリの戦い，独仏国境戦
線で，オーストラリア兵の活躍は，イギリス政
府やイギリス軍の司令官が目を見張るような勇
猛果敢なものだった。これらに参加したのは志
願兵である。これらの軍隊を AIF Australian 
Imperial Force といった。オーストラリア帝国
海外派遣軍とでも訳せるだろうか。国内の重要
地点の守備に就いたのは，主に徴兵された兵士
かあるいは（海外にはいかないにしても重要地
点を守備する任務に）志願した市民兵たちだっ
た。

　徴兵制度という言葉自体は国防法 1903 年に
導入され，法的な「概念」となったが，それが
即座に実施され，その後継続されたわけではな
い。ある種の徴兵に関する，より具体的な体制
ができたのは 1911 年，フィッシャー労働党政
権のときである。国民兵役計画とでも訳すべき
であろうが，Universal Service Scheme という
体制である。「ある種の」という形容句をつけ
たのは，ふつう徴兵制といったときにすぐにイ
メージするものとは少々異なるからである。こ
の体制のもと，12 ～ 14 歳をジュニア・カデッ
トと呼び，強制的に体育訓練 physical training
に参加させ，15 ～ 18 歳までをシニア・カデッ
トと呼び，これも軍事訓練をうけさせる。18 ～
26 歳までの青年は連邦軍（Commonwealth 
Military Force 民兵組織ミリシャと呼ばれる（17））
に登録し，軍事訓練に参加するというもので
あった。しかし，この国民兵役計画は，日本な
どの徴兵令とはかなり異なるところを持ってい
た。

　たとえば，軍隊に入っても長期間にわたり継
続的に部隊に拘束されるのではなく，訓練は年
にせいぜい数回程度，何日か集まって指定され
た場所で軍事訓練を受けるというものだった。
18 ～ 26 歳の多数の若者が義務としてこれに参
加したのであるが，この義務を免除されるもの
も多く，またそれとは逆に，義務の訓練日数を
はるかに超えて自主的に，定期的に軍事訓練を
行う人々も多数いた。後者の中には，18 ～ 26
歳代の若者たちだけではなく，30 歳代，40 歳
代，50 歳代前半などのベテランたちが指導的
立場で参加していたのであった。民兵組織＝ミ
リシャは，このような国防意識の高いオースト
ラリア人が中心になっていた。オーストラリア
の陸軍兵力という場合，彼らの存在こそが重要
だった。
　軍事訓練義務の免除について触れておこう。
訓練地から 5 マイル以遠に住む若者は，国民兵
役計画の義務を免除された。身体検査に合格し
なかったものも，宗教教育を受けている若者，
定住者であっても国民ではないものも免除され
た（18）。（ちなみに，オーストラリア原住民のア
ボリジニーズがオーストラリア国民として初め
て国勢調査の対象になったのは，1965 年であ
る。彼らは通常の国民とはみなされておらず，
兵役に関してもそのように扱われた。）
　訓練地から 5 マイル以遠に住む者は免除され
るとなると，オーストラリアでは相当な数の若
者が免除されることになった。広大な国土に牧
場や農場が点在し，鉱山も遠隔地にあり，オー
ストラリアの当時の主要産業である農牧業，鉱
山業で働く若者たちの多くは，徴兵義務を免除
されていた。過疎地ではないにしても地方に住
む多くの若者も免除された。政府には，訓練地
を全国にくまなく設定し，計画を維持していく
だけの資金は無かったからである。つまり，政
府がどれだけ多く，どれだけ広く訓練地を設け
るかによって，義務的兵役に集められる若者の
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数が変化するということである。そして訓練施
設の設営，維持，賃金には大きな財政支出が伴
うのだった。こうなると，義務そのものが徹底
しないこともよく起こった。免除規定に当ては
まらないのに法的な徴兵義務を果たさず，登録
も訓練もしない若者が多数いた。義務を果たさ
ないものには法的な罰則が科せられると定めら
れていたが，1911 年～ 15 年の間という第一次
大戦期を含む時期ですら，34,000 人が義務違反
の罪に問われ，そのうち 7,000 人が入牢するこ
とになったという記録がある（19）。
　1911 年という年は，軍事に関してもう一
つの重要な進展があった年である。オースト
ラリアに陸軍士官養成教育機関ダントルーン
Duntroon 校が，首都キャンベラ近くに開校し
た。最初の入学者 42 名。オーストラリア人 32
名，ニュージーランド人 10 名だった。

3.2　徴兵兵士を海外派兵できるようにするた
めの国民投票とその失敗

　さて，徴兵兵士と海外派兵の問題は，上記の
ように 1903 年以降法的には一応決着がついた。
しかしこの問題は完全に消えたわけではなく，
これを蒸し返すような動きも第一次大戦中に 2
回あった。前出のビリー・ヒューズ首相である。
ヒューズはもともと労働党議員だったが，労働
党は徴兵兵士を海外に派兵することに反対の
立場だった。しかし国防や徴兵令という点に関
しては，ヒューズは労働党の公式路線とは異な
る信念を持っていた。アジア，特に日本への警
戒心が強く，強い軍隊が必要だという信念であ
る。ヒューズは 1915 年に労働党政権の首相と
なるが，第一次大戦の激化とともに，徴兵兵士
を海外に派遣せざるをえないのではと考えるよ
うになり，党内の反対を押し切って，徴兵兵士
の海外派兵ができるようにすることを 1916 年
に提案，直接国民投票に訴えることを決定した。
　ヒューズにこのような行動を取らせたのは，

もともと持っていた信念に加えて，直接には，
中東やヨーロッパの前線訪問と現地豪軍司令官
たちとの会話であったと言われる。彼は 1916
年に首相として中東，ヨーロッパの前線を訪れ
るが，オーストラリア軍兵士に大歓迎を受ける。
また現地の豪軍司令官たちに，このままのペー
スで戦死傷者が増えていくとすれば，補充を徴
兵兵士に頼らざるを得なくなると強く訴えられ
たのであった。ヒューズは，徴兵と海外派兵に
ついて，1903 年国防法を変更するという提案
で国民投票に踏み切るが，僅差（NO 116 万票　
対　YES 108.7 万票）でヒューズの提案は否決
された。ヒューズおよび党内で彼を支持する議
員たち 24 人は，労働党を追われ，国民労働党

（National Labour Party）を結成，野党と連合
して政権を維持することになる。（その後ヒュー
ズの国民労働党は，国民党と合体してオース
ト ラ リ ア 統 一 党 1931 年 に United Australia 
Party となる。同党が現在まで続く自由党リベ
ラル・パーティになっていくのである。）ヒュー
ズは 1917 年にもう一度，前回と同じ趣旨で国
民投票を行うが，この時も徴兵・海外派兵の提
案は，否決されている。これによって 1903 年
国防法は変更されずに維持され，第二次大戦の
期間中も有効であり続けたのである。（これが
変わるのは，ずっと後の 1965 年，メンジス政
権下で徴兵兵士の海外派兵を法改正によって可
能とした時。66 年には徴兵兵士がベトナム戦
争に派兵される（20）。）

3.3　オーストラリア陸軍の将校団
　オーストラリア軍の特色は，徴兵兵士が海外
派遣されない，海外派兵されうるのは戦時の志
願兵ということだけではなく，他の国にはな
かったような，別の特異な点があったことも指
摘しておくべきであろう。それは陸軍の将校
団，参謀本部の構成にかかわる特色である。軍
の上層部，将校団に関してしばらく少々の道草
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をしておくことにする。オーストラリアには，
もちろん職業軍人（regular soldiers）たちも
いた。しかし，職業軍人の数は少なく，その規
模は将校，兵卒を含めて極めて小さなものだっ
た。戦間期のほとんどで 3000 人以下，2000 人
に満たない期間が長く続いた。表〈1〉参照。
軍の上層部は職業軍人が多くを占めていた。し
かし，戦争あるいは戦争が近付いたりすると，
上層部には職業軍人とは言えない人材が参入す
ることが多かった。それは第一次大戦でも，第
二次大戦でも同じである。オーストラリアの軍
組織には日本では，全く考えられないような側
面があったのである。
　日本人に理解しやすい側面を先に見ておく
と，もともとイギリス軍の軍人出身か，あるい
はイギリス士官学校，陸軍大学などを出たオー
ストラリア人が常備軍上層部を形成し，将校団
にもそのような背景の軍人たちが多かった。前
出のダントルーン陸軍士官学校第一期の卒業生
が出たのは 1914 年で，第一次大戦が始まった
ために繰り上げ卒業となったのである。その後
徐々に入学者を増やして，毎年大体 60 名ほど
を入学させるようになった。彼らは軍役に就い
た後，そのなかで能力の優れた者は，更なる上
級士官訓練を受けるべく選抜され，イギリスの
サンドハースト Sandhurst や，インド（今は
パキスタン）のクエッタ Quetta にあった陸軍
大学課程に送られた。彼らはイギリス軍やイン
ドのイギリス軍に配属され，大英帝国軍の将校
たちと数年にわたって同じ任務に就き，イギリ
ス軍将校たちとの人的なつながりも作った後，
オーストラリアに戻るというコースをたどっ
た（帰国せずにそのまま英陸軍に留まる者もい
た）。オーストラリアの軍上層部は，次第にこ
のような生粋のオーストラリア人佐官や将官が
登場していった。これは日本人にも分かりやす
い側面である。次はそうではない側面。
　オーストラリア軍の上層部には，そのような

生粋の職業軍人以外に，元学校の教師，公認会
計士，海運会社の幹部，元裁判官，民間医者，
農場主など，他の国では考えられないような経
歴を持った中将，少将，准将，大佐，中佐……
などが決して珍しくなかった。彼らは時に民間
人であったり，民間人から職業軍人に転換した
り，職業軍人から民間人に戻り，もう一度職業
軍人になったりするものも多かった。たとえ
ば，太平洋戦争中のオーストラリア陸軍の頂
点に立ったトーマス・ブレイミー Blamey 中将
は，もと学校の教師であった。ビクトリア州の
警視総監だった時期もある。また，太平洋戦争
初期に，マラヤ，シンガポールに派遣されてい
たオーストラリア第 8 師団の師団長ゴードン・
ベネット Bennett 中将は，職業は保険会社の
社員ではじまり，後に銀行幹部であった。現
役の銀行幹部から第 8 師団師団長の任務につい
たのである。戦時の，より階級の低い方の将校
団では，むしろ民間人の方が多かった。なぜこ
んなことが起こるのか？　これは民兵組織ミリ
シャがオーストラリア軍の基礎をなしていたか
らである。
　既に述べたように，オーストラリアの平時の
兵力は，民兵組織ミリシャに大きく依存するも
のであった。徴兵制度はゆるいものであった
が，既に述べたように，平時に，熱意をもって
軍事訓練や軍事研究に取り組むボランティア民
間人兵士が数多くいたのであった。ミリシャ
の軍事訓練においては，小隊 platoon，中隊
company，大隊 battalion，旅団 brigade，師団
division などに編成されなければならないが，
当然兵卒，下士官，士官……そして命令を下す
司令官などの役割が必要であり，士官の中には
職業軍人だけではなく，特に熱心で能力の優れ
たボランティア兵役民間人が任命されていた。
　第一次大戦中に戦時志願兵としてガリポリや
西部戦線に出征，そこで軍功をあげ，兵卒から
士官に，あるいは大尉から少佐に，あるいは大
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佐から准将に取り立てられた人材は数多くい
た。彼らは戦後の平時には民間人に戻り，公認
会計士や銀行役員や大学教員，公務員，医師な
どの本職をこなしながら，ミリシャの訓練に参
加したのであった。彼らは戦間期にもミリシャ
組織内で訓練，軍事研究を継続した。民間人で
ありながら，ミリシャ内では大尉である，少佐
である……准将である……という人々がいたの
にはそのような事情があった。ちなみに，日本
にも大卒者が軍の士官になった例は数多くあ
る。（東大卒の官僚だった中曽根中尉，のち少
佐はその一例）しかしオーストラリアにおいて
は，師団長や，時には全軍の司令官にまで基本
的には民間人である人々が数多く存在したので
ある。ミリシャ民兵組織がオーストラリア陸軍
兵力の根幹をなしていたことからくる当然の現
象であった。
　第一次大戦がはじまったとき，オーストラリ
アは海外派兵のための戦時志願兵を募る。民兵
組織ミリシャで訓練を受けていた者も，ミリ
シャには参加しておらず訓練を受けていないも
のも，志願してきた。（15 歳の少年まで年齢を
偽って志願，戦争に参加し，ダーダネルス海峡
を臨むトルコのガリポリの戦いで戦死したとい
う記録もある（21）。）

3.4　第一次大戦後の国防政策と様々な国防思想
　さて，ヒューズが首相の座にある間に第一次
大戦は終わった。第一次大戦は，参戦国のほと
んどにとって，敗戦国はもちろんのこと，戦勝
国のほとんどにも膨大な人的，物的被害と深い
心理的傷跡を残したのだった。ヨーロッパは疲
弊した。世界の軍事，経済，政治の中心は，
ヨーロッパからアメリカに移ろうとしていた。
前述のように，オーストラリア社会では，人口
の 1.2％が戦死し，さらに 3％が戦傷，捕虜，
ガス兵器後遺症など，何らかの犠牲になった。
国内には勝利の高揚感・解放感と同時に，厭戦

気分，疲労感，様々な方向の反省を心にもつ者
が多く出現したのであった。
　戦争への動員解除の後，当然のことながら
オーストラリアの兵力は大戦中よりも削減され
ることになり，特に陸軍兵力の削減は大幅なも
のだった。これに関しては，大戦時にオースト
ラリアの海外派遣軍 AIF の兵力規模が，14 万
人，国内兵力を含めると 41 万人に上ったこと
を記憶しておく（22）。1921 年になると，兵力は
職業軍人常備軍 regular army が 3150 人（将
校，下士官，兵卒），徴兵された市民兵数が約
10 万人になる（23）。その後，常備軍はさらに縮
小し，国民兵役計画に基づく徴兵兵士の数はさ
らに大幅に減らされていく。表〈1〉は，1914
年（第一次大戦開戦），22 年，28 年，32 年，
38 年とオーストラリアの陸，海，空軍兵力が
どのように推移したかを示したものである。

　20 年代には，世界が軍縮に向けて動こうと
していた。大戦の被害，傷跡の深さからいっ
て，特にヨーロッパ，そしてそのヨーロッパ戦
勝国を支えたアメリカが，軍縮に動こうとする
のは極めて自然だった。ヨーロッパは，以後の
平和のために，そして何よりも各国の経済を立
て直して国民の生活がふたたび成り立つように
するためにも，軍縮が必要という大きな流れが
あった。アメリカは大戦の結果，ヨーロッパを
大きくしのぐ経済規模を持つようになったが，
ヨーロッパの再建のためにということで，アメ
リカの経済力に大きな負担がかかってくるので
はないかという懸念もあっただろう。軍縮を進
めなければ，アメリカに負担がかかってくる。
　また，第一次大戦の軍事的な“教訓”の一つ
は，今後ふたたび戦争が起きた際には，海軍力
と空軍力が決定的要因になるのではないかとい
うことだった。陸軍に関しては戦車や自動車，
装甲車の機能の強調である。陸軍や歩兵部隊の
重要さが相対的に軽視されるようになった。し
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かし，海軍も，空軍も，戦車も膨大なコストが
かかる。それは各国の経済に対して巨大な重荷
になることは明らかであった。だから世界的に
同時に軍縮を進めることが必要と考えられた。
これら様々な理由があって，軍縮が世界的な流
れになっていった。
　ウィルソン米大統領が，各国代表をワシント
ンに招き，海軍軍縮会議を開いたのは 21 年 11
月だった。会議が結着したのは 22 年 2 月。こ
こで成立した条約によって，アメリカ，大英帝
国（これにはオーストラリアの海軍艦船も含ま
れる）はそれぞれ海軍艦船総トン数 52 万 5 千
トンを上限とし，日本が 31 万 51 千トン，フラ
ンス，イタリアはそれぞれ 17 万 5 千トンを上
限とすることになった。条約は 1936 年 12 月末
まで有効と確認された（24）。
　この条約締結時に，アメリカとイギリスは，
日本との間で次のような合意に達する。大英帝

国は，シンガポールよりも東側のアジア地域に
おける軍事基地の新たな増強はしない。アメリ
カはハワイより西の太平洋において，基地の新
たな増強はしない。日本は，北は千島列島の新
たな基地強化をおこなわず，また日本本土より
南の島々の基地の新たな強化を行わない（25）。
　ワシントン海軍軍縮条約の内容を 20 世紀初
頭までの状況と比較してみると，かつて 7 つの
海を支配し，世界に圧倒的な海軍国として実力
を誇示していた大英帝国海軍が，いまや他の国
の海軍力に肩を並べられるか，近いレベルに迫
られることになったのであった。以前は，どん
な国の組み合わせであろうと，2 つの国の海軍
力が敵対してきた場合でも，大英帝国海軍は
勝てるだけの規模を備えている……ことになっ
ていた（26）。しかし第一次大戦によるイギリス
の消耗は甚大だった。この消耗によって，いま
や一国の海軍としか対戦できない規模になった

〈表 1〉オーストラリア陸・海・空軍の兵力
単位　人

陸軍 海軍 空軍

常備軍 民兵 常備軍 予備役 常備軍 民間空軍兵力

14 年 2,989 42,261 3,486 5,113 ――― ―――

22 　 3,179 124,489 3,972 3,809 ――― ―――

28 　 1,749 42,887 5,093 6,176 970 339

32 　 1,536 28,285 3,117 5,446 890 308

38 　 2,785 42,895 4,986 4,315 3,104 552

出所　Army Vol 1 p14

単位　千ポンド
海軍 海軍施設 陸軍 空軍 弾薬供給 武器・航空機など 計

1913―14 1,006 ―――― 1,539 ―――― ―――― ――――

1921―22 2,276 336 1,460 147 ―――― ――――

1927―28 2,598 2,061 1,494 517 462 ―――― 7,386

1931―32 1,444 3 995 326 234 ―――― 3,185

1938―39 3,060 1,643 3,473 1,408 1,675 2,581 14,000

出所　Army Vol 1 p14

　それぞれの年の予算の規模も記しておく。
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のであった。この変化は，オーストラリアの国
防戦略を担う参謀部の中枢，特に陸軍の中枢に
とって，重大な意味を持つと受けとめられるよ
うになっていった。このことにはすぐ後に戻っ
てくる。イギリスの軍事支出は 22 年ごろを境
に，実際大きく減っていた。21―22 年度のイギ
リス陸軍関係の予算は 8000 万ポンドだったの
が，23―24 年度には 5200 万ポンドに，海軍関
係が 9500 万ポンドから 4300 万ポンドに，空軍
が 1300 万ポンドから 900 万ポンドとなった。

　既に表〈1〉でみたように，オーストラリア
でも 22 年ころから軍備縮小が進んだ。軍事に
関して他の政治家を上回る積極姿勢を持ってい
たヒューズ首相であったが，国際的，国内的な
流れに逆らうことは難しかった。オーストラリ
ア自身が，戦後の経済回復に真剣に取り組まな
ければならなかったからである。海軍艦船数を
ほぼ半数にし，陸軍常備兵の数を 1600 人に減
らし，民兵ミリシャの総数を 31,000 人，つま
り終戦による動員解除時点の 4 分の 1 にする。
ミリシャは 7 個師団を維持するが，それぞれの
師団内の兵数は大きく減ることになった（歩
兵 5 個師団，騎兵 2 個師団）（27）。民兵たちの訓
練日数も，宿営地での訓練年 6 日間，訓練セン
ターでの訓練は年 10 日と削減された。常備兵
力中の将校はもともと 300 人だったが，このう
ち 72 人に対して，退職金を割り増しして退役
させた。下士官や兵卒の数も減っていったのは
上記の表に見る通りである。
　このような軍の削減の中で，既述のように陸
軍の削減が目立った。将来の陸軍参謀本部要員
になるべき陸軍士官学校 Duntroon 校卒業の士
官たちは，昇進の道が狭くなり，昇進速度が遅
くなり，それまでよりも長期間中尉や大尉に留
まる者が多くなった。学生たちは防衛の中核を
担うという思いで選んだ道であったが，卒業後
には熱意を発揮する機会が大きく減ったのであ

る。それでも彼ら現役将校は，イギリスやイン
ドに派遣されて，現地のイギリス人や他の大英
帝国軍からの将校たちと交流する機会があっ
た。彼らの中には，そのままイギリス軍やイン
ド軍（イギリス軍将校が率いる）に転職してし
まうものが多数出たという（28）。給料も減らさ
れ，15 年にイギリスの陸軍大学を卒業し，17
年に少佐になった将校は，22 年以降大尉の給
料に減らされ，35 年までそのままの給与が続
いたと記録されている（29）。
　このような流れに対し，特に陸軍中枢部の
懸念は深いものだった。当時陸軍内で軍監
Inspector General の地位にあったショーベル中
将 Lieutenant General Sir Harry Chauvel は，
20 年代が進んで行く過程でこれほどまで陸軍
兵力が削減され，陸軍内のやる気が停滞してい
くように見えることを嘆き，政府への報告書の
中で，なぜオーストラリア社会が安易に「これ
でいいんだ complacency」と思い込んでいるの
かを分析し，嘆きつつ次のように述べる。イギ
リス海軍が無敵だと信じていること，オースト
ラリアの若者は，ほんの数週間も訓練すれば，
世界のどこの兵士にも負けない強兵になると信
じ込んでいること（大戦のときには 6 か月もの
訓練を経て戦場に送られたのに），いざとなれ
ば 30 万人規模の海外派遣軍がすぐに編成でき
るはずだと思い込んでいること，そしてあの第
一次世界大戦はあらゆる戦争を終わらせるため
の戦争だったのだから，もう戦争は起きないの
だろうと思い込んでいること（30）。しかしオー
ストラリア社会は，本当にそんな風に考えてい
いのか？
　オーストラリアの経済界も軍事支出大幅削減
の立場をとった。軍事費全般に関して調査報告
するように政府に依頼された王立委員会 Royal 
Commission の委員の多くは産業界の代表者た
ちであったが，この委員会が提出した報告書は
少々持って回った言い方で，軍備レベルや予算
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規模を維持することが極めて望ましくないこと
を述べている。「社会のある部分には，軍事的
精神を維持し，国に恒久的に極めて重すぎる負
担を負わせ続けようとする人々がいるというこ
とを示す証拠には事欠かない」（31）。結局オース
トラリアは，22 年に大きな軍備縮小を行い，
その後この縮小されたレベルからの動きは，
1930 年代中盤まで，アップとダウンを続けて
いった。その中でも特に陸軍に対する削減が目
立ち，海軍に重心を置く国防思想が主流となっ
た。

　大戦後，大英帝国全体の防衛態勢を今後どの
ようにしていくか，その中でも特に，大きく情
勢が変化したアジア太平洋における防衛をどの
ようにしていくかという問題は，この地域にイ
ンド，マラヤ，ビルマなどの植民地を抱える
イギリス，そしてもちろんオーストラリア，
ニュージーランドにとって重大な問題だった。
防衛問題は，オーストラリアやニュージーラン
ドの強い働きかけの下に，大英帝国に属する
国々の議論の場である大英帝国会議 Imperial 
Conference における議題として取り上げられ
ていった。当時のオーストラリアは，国民党（ブ
ルース Bruce 首相）とカントリー・パーティ

（ペイジ副首相）の連立保守内閣下にあった。
ブルース内閣は，シンガポールに大英帝国海軍
基地を建設するという構想を強力に支持した。
会議での議論の結果，シンガポールに大規模海
軍基地を建設し，大英帝国としてのアジア太平
洋の海上防衛戦略はシンガポール軍港を中心に
していくことが 1923 年合意された。スエズ運
河を通じての地中海との海上輸送の安全および
アジア太平洋地域の海上輸送の安全を確保する
こと，各国はそれぞれの防衛に努力することな
ども確認された（32）。このシンガポール海軍基
地戦略は，太平洋戦争勃発までオーストラリア
政府の（ニュージーランド政府も）国防政策の

根幹になっていった。
　大英帝国のシンガポール海軍基地戦略は，今
後の防衛政策においては，海軍力と空軍力が以
前よりも大きな要素になるという当時の思潮を
反映したものだった。相対的に陸軍の役割が小
さくなることを意味した。象徴的だったのは，
上記の 23 年帝国会議にオーストラリアおよび
ニュージーランド代表団に同行した防衛問題ア
ドバイザー 4 人のうち 3 人は，両国がもともと
イギリス海軍から“借りて”いるイギリス海軍
の将官だった。陸軍からはオーストラリアの少
将 1 人だけだったという。結局太平洋戦争が始
まってみると，このシンガポール海軍基地戦略
が全く有効でなかったことが明らかになるので
あるが，20 年代前半以降，オーストラリアで
はこの防衛思想が主流であり続けたのであった。

　シンガポール構想に対しては，様々な反対意
見があった。まず野党労働党である。労働党は
1916 年のヒューズ首相の国民投票という「裏
切り」に際して，ヒューズ首相（党首でもあった）
を党から追い出し，同時に同党は政権を失って
野党に下るのであるが，彼らは大戦後，軍縮路
線を徹底せよと主張，同党内には，そもそも軍
隊を持つなという意見を持つ議員も少数ながら
いた。労働党はシンガポール海軍基地構想にも
反対する。23 年の段階で，労働党党首チャー
ルトンは言った。自分は，純粋にオーストラリ
アだけを守るために，空の備えと潜水艦を主力
とした防衛に徹するべきであると信じる。日本
は，平和を欲すると宣言している。オーストラ
リアは，オーストラリアを離れた地域の安全保
障に関してイギリスを助けると前もって約束し
たことは無かった。シンガポール基地建設構想
は，この従来路線を変更することを意味する。
労働党は，国民がそうしようと決定したのでな
い限り，オーストラリア軍が国外で軍事行動に
参加することや，将来の国外軍事参加を約束す
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ることに反対する（33）。ちなみに，空の備えや
潜水艦という場合，労働党内には，オーストラ
リア国内にそれに関わる産業が育成され，労働
者の職場が増大していくというシナリオに大き
な関心を持つ人々がいたことも記憶しておくべ
きである。
　オーストラリアの陸軍の中にも反対意見が
あった。イギリスの軍部の中にすら反対意見が
あった。まずイギリスの方を見てみると，当時
戦略理論家として影響力のあったイギリス陸軍
のレピングトン Repington 大佐は，シンガポー
ルには基地を支える産業技術人口がいないこ
と，基地の防備態勢が不備 insecure であるこ
と，現地で食料供給が出来ないこと，熱帯気候
が仕事へのやる気に悪影響を及ぼすこと，シン
ガポールからではオーストラリアやニュージー
ランドを守れないことを指摘した。これらシン
ガポールには無いものが，シドニーなら全て満
たされているではないか。
　レピングトンは次のようにも言う。シンガ
ポールに軍港を作ることになれば，彼ら（オー
ストラリアやニュージーランド）が資金を出す
のではなく，我が国の納税者が資金を出すこと
になって，彼らには魅力的なわけだが……（34）。
　オーストラリア陸軍内のシンガポール構想に
対する懐疑的ないし反対意見は次のようなもの
であった。もし太平洋方面で戦争が起こるとし
たら，それはイギリスがヨーロッパでの紛争に
巻き込まれて，充分な規模の英国艦隊を太平洋
地域に送る余裕が無くなってしまうときであろ
う。もしそのようなヨーロッパの状況の中で，
太平洋において第一級の攻撃力を備えた敵の艦
隊が攻撃してくるとしたら，シンガポールに海
軍基地があってもこれを如何に防ぐのか。シン
ガポールは陸上から攻撃された場合，弱体なの
だ。オーストラリアにとって最も健全な防衛策
は，人口や産業が集中し死活的に重要なオース
トラリアの南東部を侵入者から守り，外部から

の援軍が到達するまで持ちこたえることができ
る兵力を備えること，そしてオーストラリア国
内に海軍基地を設け，もし危機の初期において
イギリス海軍の到着が遅れたとしても，持ちこ
たえて，イギリス海軍が到着したときにはその
国内の海軍基地から作戦を展開できるようにし
ておくこと……である。
　太平洋方面で戦争が起こるとしたら，イギリ
スがヨーロッパの戦争に巻き込まれて艦隊を
太平洋に送ることができなくなったときだろ
う，第一級の敵の攻撃力をもった敵の艦隊が攻
撃してきたらどうするのか，シンガポールは
陸上から（つまりマレー半島から）の攻撃に
対し弱体……という上記のオーストラリア陸
軍内部の懸念は，41 年 12 月 8 日の太平洋戦争
勃発，勃発直後の事態の展開の中で，実際にそ
のままの形で起こってしまった。この懸念を考
えに考え抜き，軍事関係の専門誌への論文や講
演の中で訴えたのは，陸軍参謀部のウィンター
Wynter 中佐だった（後に中将）（35）。懸念，反
対は Wynter 中佐だけではなく，陸軍上層部の
中に広がっていた。陸軍軍監ショーベル中将の
焦燥感は，既に述べたとおりである。

　しかし，ブルース・ペイジ連立内閣は，この
ような反論を取り上げることなく，シンガポー
ル戦略路線をオーストラリアの防衛策とした
のであった。海軍に重点を置いた防衛構想で
ある。政府は海軍のために 1 万トン級巡洋艦 2
隻，潜水艦 2 隻を，500 万ポンドを支出して購
入することを決めた。これと比べると陸軍の装
備に関しては，23 年以降の 5 年間に，砲兵用
武器と弾薬対毒ガス防備用機器に対して 100 万
ポンドだけであった。同じ 5 年間，海軍への予
算配分総額は 2,000 万ポンド，陸軍へは兵器工
場建設費用も含めて 1,000 万ポンド，空軍には
240 万ボンドとなった。海軍の常備兵力（職業
軍人）は 5,000 人以上となり，陸軍常備兵の数
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は 1,750 人ほどにとどまった。陸軍のミリシャ
はこの期間 37,000 人から 46,000 人の間で上下
した。
　既に何度か触れたように，第二次大戦，太平
洋戦争が始まると，オーストラリアの防衛と国
際貢献の主力は，陸軍兵力が担うことになるの
であるが，20 年代を通じて，相対的にいえば
陸軍は冷や飯を食わされて行った。職業軍人将
校は一時 242 人にまで減らされ，装備について
は戦車は無い，対戦車砲もない，武器は 1918
年に海外派遣軍 AIF がヨーロッパや中東の戦
地から持ち帰ったものをミリシャ達が使い続け
たのであった（36）。ミリシャ兵卒や常備軍兵卒
の数が少ないと，彼らを指揮する立場の将校た
ちも充分訓練がされないことになってしまう。
　軍監ショーベル中将 Henry George Chauvel
は，28 年段階で国防相に報告する。国防の柱
が海軍であることは了解しているけれども，シ
ンガポールのイギリス海軍はわが国を守ること
を唯一あるいは主要な任務としているわけでは
ない。だから有事の際には自国陸軍による防衛
力を保持しなければならない。そのために騎兵
2 個師団，歩兵 4 個師団，3 個の混成旅団を保
持しなければならない。しかし，この必死の訴
えも取り上げられることはなかった（37）。

　既述のように，ヒューズの「裏切り」によっ
て一度深い傷を負わされた労働党は，その後
13 年の間，政権に復帰することができなかっ
た。その間，これも既に見たように，海外派兵，
徴兵制度に対してより神経質になっていった。
29 年にやっと政権に復帰した労働党のスカリ
ン Scullin 首相は，平和路線を唱え，徴兵制度
を停止することを選挙公約にして選挙を戦っ
た。そして実際に公約通り停止した。スカリン
新政権は，平和路線，軍縮路線を基にして，従
来のシンガポール戦略を根幹とする国防政策全
般を再検討する姿勢を示し，それに乗り出そう

とする。しかし，政権は発足とほぼ同時に，世
界大恐慌という途轍もない経済の大混乱の中で
もがくことになる。

　ところで歴史は皮肉なもので，後に述べるよ
うに，太平洋戦争の全期間（41 年 12 月～ 45
年 8 月）にわたり，オーストラリアの政権を担っ
たのは労働党政権（ほとんど全期間ジョン・
カーティン Curtin 首相）だった。徴兵制度と
志願兵による海外派兵を必死に維持し，（オー
ストラリア戦争記念館記録によれば）ほぼ 100
万人のオーストラリア人男女が参加する戦争体
制を担っていったのは，……第二次大戦前，最
も徴兵を嫌い，軍事化を嫌い，海外派兵に強く
反対し続けた労働党政権だったのである。

　1930 年代が始まると同時に，世界はアメリ
カ発の大恐慌に巻き込まれていくことになっ
た。その発端とされるウォール街の株価暴落開
始が 1929 年 10 月下旬。何度かあった大暴落の
うちの最初の暴落の次の日に，労働党のスカリ
ン James Henry Scullin 政権が発足したのだっ
た。既述のように，スカリンは公約通り国民兵
役計画 Universal Service Scheme つまり徴兵
制度を停止する。しかし彼の政権は，安全保障
問題を根本的に再検討する余裕はなかった。急
激に悪化する経済状況に完全に時間とエネル
ギーを取られていったからである。オースト
ラリア政府の統計によれば，失業率は 1929 年
10％程度だったものが，最悪期の 32 年には約
32％にまで悪化した。アメリカ全体の失業率は
最悪期で 25％程度だったとされている。オー
ストラリアの失業率はアメリカ以上だった（38）。
　1930 年，恐慌襲来と同時にイングランド
銀行からサー・オットー・ニーメア Sir Otto 
Niemeyer が，政府に不況対策に関するアドバ
イスをするため，オーストラリアを訪れた。彼
はデフレ政策を勧告する。賃金をカットし，価
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格を下げ，国際競争力を回復させる。そして民
間の利益を確保する。社会保障支出を削り，政
府は倹約に努める。ただし，オーストラリアは
イギリスに対する債務返済の義務は遵守し，国
際的な信用を維持するべきである。経済学には
いろいろな流れがあるが，現在のほとんどの経
済学者の常識からすれば，サー・オットーのデ
フレ政策は，大恐慌のような事態に対して，ま
さに政府がやってはいけない政策パッケージそ
のものであった。サー・オットーの勧告が全て
実行されたわけではもちろんないが，経済の混
乱に更に輪をかけることにはなった。
　スカリンは異常事態に直面して，通常の経済
政策も，通常でない政策も導入してみようと試
みるが，結局経済は回復せず，政治は混乱し，
味方も次々に分裂してゆき，31 年 12 月には総
選挙を行わざるを得なくなり，そこで大敗す
る。彼の同志のうち再選されたのはたった 14
人だった（39）。30 年代中盤に至るまで，オース
トラリアはまさに国難の異常事態の中で，時に
は他の国々以上にもがき苦しんだ。もちろんそ
の傷の影響はそれ以後も続いたのであった。

　32 年 1 月，保守が支配する統一オーストラ
リア党 United Australia Party は，政権に復帰
した。リオンズ Lyons 政権である。リオンズ
は，以前からのイギリス海軍力を中心とし，海
軍を主とするシンガポール戦略を継続した。当
時はまだまだ世界中に大恐慌が猛威をふるって
おり，保守の側も軍備を大きく回復する余裕は
なかった。とはいえ次の節でも述べるように，
30 年代の前半から，海外の様々な地点におけ
る情勢は，一応平穏さが広がっているかに見え
た 20 年代とは異なる様相を見せるようになっ
た。日本の満州事変，ドイツのナチの躍進とヒッ
トラーの登場，イタリアのムッソリーニによる
エチオピア侵略，スペインのフランコ軍による
クーデター……。そしてそれ以後の状況の展開。

　オーストラリア保守政府の，海軍中心，シン
ガポール戦略という根幹は維持された。一方，
世界の流れが変わりつつあるのかもしれないと
いう感触は，野党労働党の中にも徐々に広がっ
ていった。それとともに，それまでの平和主義
に依存して軍備を敵視する考えから，より現実
的な方向に踏み出すようになった。そのより現
実的な方向というのは，軍備は整えていかなけ
ればならない，しかし政府がしがみついている
シンガポール戦略，大英帝国の世界戦略構図の
一部としてオーストラリア防衛があるというこ
とではなく，まずオーストラリアの国防があり，
その目的のために軍備があるべきである。そこ
では大英帝国の世界戦略構図と，オーストラリ
ア独自の防衛構想とは両立しないこともありう
るという考えだった（40）。
　労働党のオーストラリアの防衛が何よりも優
先するという考えは，シンガポール戦略より
も，陸軍により大きな中心的な役割を果たさせ
るということを意味した。それは陸軍内で 20
年代の前半からショーベル中将，ウィンター中
佐達が唱え続けた主張に，労働党が近付いてき
たということでもあった。1936 年ウィンター
はメルボルンで講演し，国防に関して現在の政
策に対する懸念，陸軍の重要性という 10 年以
上前の論文と同じ内容のことを述べる。この
時の原稿を当時労働党党首になっていたジョ
ン・カーティン John Curtin に手渡したのは，
与党内でもシンガポール戦略に疑問を持つ議員
だったという（41）。海軍中心，シンガポール戦
略一本槍という当時の保守政権の防衛思想に対
して，与党議員の中にも疑問を持つ人々が少数
ながら現れるようになっていたのである。カー
ティンは議会での議論の際にウィンターの講演
記録の一部を引用する。その結果ウィンターは
左遷されてしまうことになったのであった。し
かし，徐々にシンガポール戦略で大丈夫なのだ
ろうかという雰囲気が社会の中に出てくるよう
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になる。30 年代半ば以降，世界のあちこちで
いろいろ不穏なことが起きるようになると，新
聞，雑誌も防衛問題に関する記事を急増させ，
それだけオーストラリア国内で海外情勢や，軍
事問題への関心が広がっていったのである。
　37 年（第二次上海事変，南京占領，日中戦
争がますます泥沼化して行った年）の大英帝国
会議でオーストラリア代表は，従来路線をさら
に進め，我が国は現在，巡洋艦をさらに 1 隻，
スループ艦を 2 隻確保しようとしているところ
であり，沿岸防備態勢を強化，航空機 96 機の
第一線配備を計画し，官営の兵器工場生産に加
えて，民間工場の生産参加によりどの程度兵器
増産が可能となるか鋭意検討しているところで
あると報告する。イギリス海軍省は会議の結論
の付録として，次のように述べ，オーストラリ
アとニュージーランドに対してシンガポール戦
略が最善であることを強調する。

……オーストラリア，ニュージーランドまた
はインドに対する日本軍による派兵攻撃とい
う事態は，シンガポールが安全に確保されて
いる限り，また大英帝国の連合艦隊が日本海
軍の艦隊を封じ込めるに充分なだけの規模を
保っている限り，極めてありそうにない。
……（42）

　イタリアのエチオピアへの征服，併合（35―
36 年），スペイン内乱，日中戦争の激化などの
不穏な出来事を受けて，オーストラリア政府は
徐々に国防予算を増加させていく。1938 年，
時の財務大臣ケイシー Casey は増税を発表
し，国会での演説で言う。

……3 年前まで，国防予算は 500 万，600 万
ポンドくらいでありました。2 年前にはこれ
を 800 万ポンドに増加いたしました。そして
今年は 1100.5 万ポンドを支出いたします。

政府省庁の中で，要求額だけの資金を獲得で
きているのは，国防省だけであります。この
ことは今後も続くでありましょう（43）。

　しかし，敵が攻めてきた場合にオーストラリ
アの国土を守るという観点からすると，つまり
シンガポール戦略が有効性を失い，陸軍兵力が
国内に動員されるというシナリオを考えると，
オーストラリアの防備態勢の現状はいかにもお
寒いものである……と陸軍幹部は深く懸念し
た。東海岸のニューカッスル・シドニー・ポー
トケンブラを結ぶ海岸線は，人口と産業が密集
する地域である。ここは絶対に防衛しなければ
ならないが，防備が必要なのはここだけではな
い。日本が航空母艦から発進する航空機によっ
て最初にオーストラリアのどこかが攻撃破壊さ
れ，上陸され，そこから日本の爆撃機が飛び
立って攻撃の範囲を広げていくとしたら……
我々が動員できる兵力は，20 万がせいぜいの
ところだろう。武器も足りない，兵員数も足り
ない。政府の陸軍に対する予算配分は 35/36 年
度に 118.1 万ポンド，36/37 年度に 223.2 万ポ
ンド，37/38 年度が 218.2 万ポンドと増えたと
はいっても，9.2 インチ砲の砲兵 1 個中隊の装
備に 30 万ポンド，対空砲 1 個中隊の装備に 15
万ポンドかかる。一体どれだけの防備態勢を整
えられるか（44）。

　既定路線のシンガポール戦略に対しては，イ
ギリスの海軍戦略専門家の中にふたたび異議を
唱える者が出てくる。極東危機の際に，イギリ
スの利害を守るべき適切な規模の艦隊をアジア
太平洋の現場に送ることができるのか疑わしい
……と（45）。また 30 年代後半には，日本とアメ
リカが戦う場合を想定して，これを慎重かつ
綿密に分析する研究も英語圏の中で発表される
ようになった。その中で，日米開戦直後には，
アメリカはフィリッピンとグアムを失うことに
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なろう，アメリカの反撃は太平洋東部から徐々
に進み，太平洋上の島嶼上の日本軍基地を着実
に奪還していき日本を追い詰めていくという形
をとるだろう……というシナリオも提示され
ていた（46）。このような研究の一つ，W. C. ウェ
ントワース Wentworth の論文「国防の必要性
Demand for Defence」は，1944 年日本軍がブー
ゲンビル島で敗退，脱出した後に，残留品の中
にその日本語翻訳が発見されたという（47）。

4．ヨーロッパの状況とオーストラリア

4.1　特にヨーロッパの状況について
　オーストラリアは，ヨーロッパの軍事状況に
よって第二次世界大戦に参戦することになる
が，ここでヨーロッパの 30 年代を我々の文脈
にとって必要な範囲で見ていくことにしたい。
　30 年代，ヨーロッパ全体が大恐慌の津波の
中で，経済的にも，政治的にも，軍事的に大混
乱に陥っていった。
　ヒットラーが政権の座に就くのは 1933 年。
ドイツ社会の中には，第一次世界大戦の敗北の
仕方，その後のドイツに対する仮借ない領土処
理，賠償負担などに対する強い不満，怨念を抱
く人々も多くいた。ワイマール政権時代には何
とか抑えられてきた激情であったが，世界恐慌
という途轍もない困難に苦しめられることに
よって，ドイツ社会は実に民主的に，ヒットラー
を政権の座につけてしまったのだった。ヒット
ラーは，ドイツとドイツ人の「正当な」権利を
回復するとして，権力奪取以降，大きく動き始
める。
　33 年国際連盟によるジュネーブ軍縮会議に
出席したヒットラーは，ベルサイユ条約以降の
ドイツに対する軍備制限は不公平であり，ドイ
ツは他の国々と平等な条件の軍備を認められる
べきだと主張，これが認められないことで，ド
イツは国際連盟を脱退する。ちなみに，ドイツ

の国際連盟脱退の半年前 33 年 3 月には，日本
が国際連盟脱退を通告している。同年 2 月，国
際連盟がリットン調査団報告を受けて，日本に
対し満州からの撤退勧告をしたことを理由にし
た脱退通告だった。
　35 年，イタリアのムッソリーニは（イタリ
ア領だったエリトリア側から）アフリカで唯一
の独立王国だったエチオピアに攻め込み，36
年 5 月にはこれを併合し，ハイレセラシェ皇帝
はロンドンに亡命する。その当時，エチオピア
の周囲は，北に英領スーダン，西に英領東アフ
リカ，南の一部にイタリア領ソマリランド，南
東に英領ソマリランド，東に仏領ソマリランド
とイタリア領エリトリアが接していて，ムッソ
リーニのエチオピア侵攻は，英仏との戦争は起
こさなかったものの，両国ではイタリアに対す
る警戒感が強化された。
　35 年，ヒットラーはベルサイユ条約の決定
を無視して再軍備を宣言する。徴兵制を復活
し，参謀本部を復活させ，軍の大学を復活，陸
海空軍の兵器生産（従来は制限されており，も
のによっては禁止されていた）の開始など。
　36 年 11 月 に は 日 独 防 共 協 定 Anti 
Commintern Pact が成立し，一年後の 37 年 11
月にはこれにイタリアが加わり，日独伊防共協
定となった。（これが土台となって，40 年 9 月
には日独伊三国同盟となっていく。）
　38 年，ドイツはオーストリアを併合（オー
ストリアの国民の中にはこれを熱狂的に歓迎す
る人々が多かった），同年チェコ内のドイツ人
居住地であったズデーテン地方を併合した。
　さらにヒットラーは，ポーランドに領土の要
求を突き付ける。これが第二次大戦の引きがね
になっていく。ヒットラーおよびドイツ国民の
中には，ベルサイユ条約によってダンツィー
ク（またはダンツィッヒ Danzig：ここはドイ
ツ人の居住地だった）がドイツから切り離され
自由都市となり，東プロシャとドイツとの間



25第二次世界大戦とオーストラリア―その 1（鈴木）

にポーランド領（これをポーランド回廊 Polish 
Corridor といった）が割り込んでいる状態に
なっていることに，かねてから深い恨みを持つ
ものが多数いた。これらをドイツが回復しなけ
ればならないということである。ヒットラーに
よるオーストリアやズデーテン併合によって，
ポーランドへの圧力が緊迫したものになって
いった。

　これらヒットラーやムッソリーニの動きに対
し，イギリスやフランスは，断固とした反対の
態度を取らなかった。ヒットラーのズデーテン
併合などの際には，ミュンヘン会議をめぐり，
チェコ首脳にヒットラーの要求を飲むように働
きかけたことはよく知られている。いわゆる宥
和政策である。また，イギリスの保守勢力の中
には（例えばチェンバレン首相自身），むしろ
ソ連の共産主義の西洋への拡大の方を恐れる考
えもあり，最初からヒットラーだけを危険視し
ていたわけではなかった（48）。
　30 年代の中盤から後半，イギリスもフラン
スも，実際にドイツと戦争に入ることを嫌っ
た。大恐慌の傷跡がまだ消えておらず，特にフ
ランスは先進国の中では一番遅くまで金本位制

度にこだわり，財政の健全化にしがみつき，経
済の回復がそれだけ他の国々よりも遅れてい
た。本節の最後に述べるように，軍備増強，戦
争準備を大々的に進める状況ではなかった。フ
ランスがヒットラーの軍拡路線に大きく差をつ
けられたのは，フランス経済の大停滞が大きな
理由の一つだった。それに，第一次大戦が終
わってまだ 20 年も過ぎていないころである。
イギリス，フランスは戦勝国だったとはいえ，
再度の戦争を国民が素直に，簡単に受け入れ
るはずもなく，政治の指導者たちは，一方では
ヒットラーの行動や大音量の宣伝に警戒しつつ
も，もう一方では選挙民が望んでいないであろ
う戦争の方向にステップを進めることは極めて
困難なことであった。
　38，9 年になると，ヒットラーのポーランド
に対する圧力は増大していった。ポーランドは
イギリス，フランスに働きかけ，ドイツがポー
ランドに攻撃を加えた場合，ポーランドの側に
立って守ってくれるように要請を繰り返した。
イギリスの軍中枢は，ポーランドに安全保障の
傘を広げてやることに否定的だった。イギリス
史かつヨーロッパ近現代史の巨人，テイラー A. 
J. P Taylor の言葉を借りれば，38，39 年の段
階で，イギリス参謀本部は，イギリス政府に対
して「ポーランドを助けるためにできることは
何もない The British Chiefs of Staff reported 
that nothing could be done to aid Poland.」と
報告していた（49）。
　しかしこのような軍首脳の忠告を無視して，
当時のイギリス首相チェンバレン Chamberlain
は，39 年 3 月 30 日，ポーランドへの安全保障
文書に署名した。これを受けたポーランドの
外相ジョーゼフ・ベック大佐 Colonel Joseph 
Beck は，“タバコの灰を二回落とすだけの間に”
イギリスの保障を受け入れたのだという（50）。
この段階では，チェンバレンもズデーテン併合
以降も一向に「宥和」されようとしないヒット

「地図 4」
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ラーに対して，もっと強い姿勢を示したかった
のであろう。とはいえチェンバレンの保障にも
関わらず，39 年 9 月 1 日，実際にヒットラー
の軍隊がポーランドに攻め込んでも，イギリス
は以前英軍参謀部が報告していた通り，軍事的
にはポーランドに対し何も援助することができ
ず，ポーランドはあっという間にヒットラーと
スターリンによって分割されてしまった。
　イギリスとフランスがポーランドのために差
し当たりできたことは，39 年 9 月 3 日にドイ
ツに対してポーランドからの撤兵を要求し，そ
の要求が無視されたのでドイツに対して宣戦布
告したこと，それだけだった。イギリスがドイ
ツ軍と最初に砲火を交えるのは，40 年 4 月，
ドイツがデンマークとノルウェーに攻め込み，
ノルウェー北部海岸に上陸した時である。これ
を阻止するためにイギリスは海軍艦船を派遣し
た。ポーランドが蹂躙され始めてから 7 カ月後，
しかもイギリスが兵力を送ったのはポーランド
ではなくノルウェーだった。イギリス海軍はこ
のノルウェー作戦に失敗（直接の責任を取るべ
き海軍大臣はチャーチルだったが），チェンバ
レンはその責任をとって退陣した。そして 40
年 5 月 10 日（ドイツが今度はオランダ，ベル
ギーに侵入した当日），かねてから対独強硬派
のウィンストン・チャーチル Churchill が替っ
て新政権を樹立する。
　39 年 9 月から 40 年 4 月までの 8 か月の間，
一方のイギリス，フランスと他方のドイツは，
お互い交戦状態にあったはずであるにもかかわ
らず，双方の武力が直接ぶつかり合うことも無
く，この状態を英語圏の人々はフォーニー・
ウォー Phony War マヤカシの戦争と呼んだも
のだった。とはいえ，39 年 9 月 3 日，英・仏
と独との間に公的な意味で戦争状態が発生した
のは間違いない。この戦争が後に第二次世界大
戦と呼ばれるようになる。しかし 39 年 9 月段
階でも，あるいは 40 年段階でも，この戦争は

まだ「世界」大戦ではなかった。世界の一部の
西ヨーロッパの，そのまた一部でおきた戦争に
過ぎなかった。この戦争を真の意味で「世界」
大戦にしたのは，41 年 12 月にアジア太平洋で
戦争を始めた日本である（51）。

　ヒットラーが，好機が来たらソ連に攻め入る
計画を持っていたことは明らかだった。しかし
ヒットラーは，結局はフランスとの戦争を不可
避のものと想定していた。西洋におけるフラン
スのヘゲモニーを打破しなければならない !! と
いう「わが闘争 Mein Kampf」以来のヒットラー
の信念があった。ここで道草して，ヒットラー
がフランスをどのよう認識していたかを少しだ
け見ておこう。「わが闘争」第 2 巻第 15 章は，
中世以来フランスが常にドイツを分断し，不安
定化させ，弱体化させるために全力をあげてき
たことを強調する。フランスにとってドイツが
一つにまとまり，強力になっていくことは到底
許せないのだ。“ドイツとフランスの間の永遠
の衝突は，ただフランスの攻撃に対するドイツ
の防衛という形態でのみ解決が図られる限り，
決して決着されることはないだろう。そればか
りか，ドイツは世紀を経るごとに次々とその地
位を失っていくに違いない（52）。”フランスの目
標というのは，“小邦ごったまぜの状態にドイ
ツを解体することである。”そうするにあたっ
て，“フランスは自国民をユダヤ人たちの傭兵
として売った”のだ……と述べる。ヒットラー
は，ドイツにとって同盟国となしうるのはイギ
リスとイタリアである，フランスとは運命を決
する戦争をしなければならないと固く決心して
いた。また，国際共産主義運動に対しても，ド
イツ民族を分断，弱体化させるものとして断固
戦う対象としていたのだった。
　39 年 10 月，ヒットラーはフランス攻撃をド
イツ軍首脳たちに発表する（53）。そしてフラン
スを破れば，イギリスも，ドイツとのふつうの
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大国同士の関係を受け入れざるをえなくなると
考えていたようである。イギリスは，ドイツの
同盟国となるのが自然な国であると（54）。フラ
ンスを破るためには，北方と東方を固めておか
なければならない。そうしないと，フランスと
対決するとき，二方面戦争を戦うことになりか
ねず，これは大変不利なことになる。ヒット
ラーは，39 年 10 月ドイツ軍首脳に具体的なフ
ランス攻撃計画を発表する以前から，外務大臣
リッペントロップ Ribbentrop とともに，この
二方面戦争の懸念を取り除こうと画策した。そ
こで不倶戴天の敵であるはずのスターリンと，
39 年 8 月 23 日に独ソ不可侵条約を結び，東方
の大きな懸念であったソ連との関係を（当分の
間）中立的なものとしたのである。
　そうした後，独ソでポーランドを二分し，次
にドイツは，デンマークとノルウェーを抑える
ことになった。（ソ連もフィンランドに侵攻し
てここに傀儡政権を立て，支配下に置こうと
し，半分は成功する。……一度屈服したフィン
ランドは，ソ連の軍事圧力に対抗するため，独
ソ戦勃発の 41 年 6 月からはやむを得ず，ヒッ
トラーと協調するようになったのである……。
この侵略で，ソ連は 39 年 12 月 14 日国際連盟
から除名される。またソ連は，ラトビア，リト
アニア，エストニアのバルト三国に侵攻してこ
れらを併合した。）
　ヒットラー軍やスターリン軍に攻撃された
国々には，それぞれに抵抗運動が発生したもの
の，少なくとも当面のところ，ドイツやソ連が
制圧し，支配下に置くことになった。このよう
にしてドイツからみて北方と東方は，ドイツ，
ソ連が抑え，ヒットラーは大敵フランスとの戦
争への条件を整えたのだった。

　さてこのように独ソ不可侵条約と軍事行動に
よって北方と東方の状況を「安定化」させた上
で，ヒットラーは中立国のオランダ，ベルギー

を攻撃して次にフランスに攻め込む作戦を開始
する。1940 年 5 月 10 日のことである。オラン
ダもベルギーもドイツの侵攻可能性を認識して
おり，ある程度の再軍備，準備はしていたもの
の，ドイツ軍の空挺師団，グーデリアン中将の
指揮する戦車部隊，装甲車部隊，歩兵，空軍な
どのよく組織された攻撃の前に，まずオランダ
が 5 月 15 日戦闘を停止，17 日に降伏した。オ
ランダ王室は 5 月 13 日ロンドンに逃れ，オラ
ンダ亡命政府がロンドンに置かれることになっ
た。ベルギーにも 5 月 10 日にドイツ軍が侵入，
ベルギーは 5 月 28 日に降伏した。

　フランス，イギリスは，ここに至るまでどの
ように動いていたのであろうか。再びテイラー
Taylor によれば，38 年ころからイギリスは，
ドイツがオランダ，ベルギー，さらにはフラン
ス，そしてことによったら，イギリスをも攻め
る可能性を深刻に検討し始めたのだという（55）。
イギリスはフランスが強化されなければならな
いと決意するに至り，39 年 2 月 22 日の段階で
英仏両国は，参謀本部同士の会議を開始するこ
とに合意する。そのような流れがあった中で同
年 9 月，英仏は対独宣戦布告したのだった。
　宣戦布告と同時に，イギリスは英国派遣軍
British Expeditionary Force 4 個師団をフラン
スに送り，これはベルギーとの国境沿いなどに
配備された。それが後に 10 個師団に増強され
る。オランダ，ベルギーは中立にこだわり，英
国派遣軍や，フランス軍が，自国領内に入るの
を拒んだ。そのような両国に兵力を入れること
はできなかった。フランス領内に留まっていた
のである。このイギリス兵力はフランス陸軍
総司令官モーリス・ギュスターフ・ガムラン
Gamelin 大将の指揮下に入る。フランスの兵力
は植民地や信託統治地域の部隊を含めると，40
年段階で 110 個師団を数える兵力だった（56）。
テイラーによれば，ガムラン総司令官は，イギ
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リス軍の指揮をフランスの西部戦線軍司令官に
任せ，西部戦線司令官はそれをさらに北西部の
司令官に任せたという。そのためイギリス派遣
軍の司令官ゴート Gort 子爵は，どこから命令
を受けたらいいのか迷っていたという（57）。
　オランダ，ベルギーに対するドイツの攻撃が
開始されたあと，英仏軍はやっとベルギー，オ
ランダ領内にも遅ればせに展開した。しかし，
ベルギー，オランダは，戦闘の初期に英仏軍の
主力が投入されたところではなかった。英仏軍
主力は別の方面，すなわちもっと東の独仏国境
に配備されていた。歴史家の間ではよく知られ
ているように，ドイツ軍はフランス軍戦略家た
ちの予想の裏をかいたのである。独仏国境では
なく，別の方面に攻撃の主力を集中させたの
だった。
　第一次大戦の際には，フランス東部の独仏国
境が（ベルギー南部との国境と共に）西部戦線
といわれ，ここで片やフランス，大英帝国軍

（オーストラリア軍も），アメリカ軍（後に加わっ
たものでマッカーサーもここにいた）などの連
合軍と，ドイツ軍とが 3 年以上にわたる，文字
通り泥沼の死闘を繰り広げたのだった。双方と
も 100 万をはるかに超える戦死者を出し，毒ガ
スが使用され，当時のあらゆる兵器が投入され
た戦いだった。1930 年代フランスは，もし再
びドイツとの戦争になった場合，当然この西部
戦線で第一次大戦のときのように長期戦を戦う
ことになるものと想定していた。だからこそフ
ランスは，以前からここ西部戦線にマジノー線
Maginot Line を構築し，地下に鉄道輸送網ま
で整えて将来あるかもしれない対ドイツ戦に備
えていた。しかし，ドイツ軍はマジノー線沿い
にはフランス軍をひきつけるおとりの 19 個師
団を向けただけだった。フランスはここに 59
個師団を配置していた（58）。
　ドイツ軍の主力は，英仏軍がまさかアルデン
ヌ Ardennes の森林地帯方面から独軍が来るこ

とは無かろう……と決めつけて手薄だったドイ
ツ西方のベルギー，ルクセンブルグ方面および
フランス北方に集中投入された。ドイツの戦車
部隊，装甲車部隊，それに続く歩兵軍団。フ
ランス側も，ドイツの参謀本部自身ですら，
戦端が開かれてもドイツの戦車部隊がムース
川 Meuse に到達するのに 9 日かかるだろうと
見ていたが，戦車軍団の総指揮をとるグーデリ
アン中将は，自ら率いた戦車部隊をたった 2 日
でムース川に到達させ，渡河し，さらに西に向
かって驀進した。グーデリアンよりも北に寄っ
た別の戦車師団を指揮したロンメル（後にリビ
ア，エジプトの戦いで砂漠のキツネといわれた
知将）の兵力も，同時に西に向かって進撃した。
　戦車部隊，装甲車部隊，歩兵部隊の大兵力，
空軍が一体となって英，仏，ベルギー軍を一方
的に撃破，怒涛の勢いで西に向かって進撃，40
年 5 月末には，英仏海峡に面してベルギーとの
国境近くにあるフランスの都市ダンケルク（英
語 Dunkirk　仏語 Dunkerque）周辺に迫る。
英仏軍，ベルギー軍は退却に次ぐ退却を続けた。
歴史の中に諧謔と皮肉を発見せずにいられな
い歴史家テイラーは，連合軍側の退却があまり
に急で，抵抗が無かったため，ドイツの装甲車
や自動車部隊が，進撃途中の道路わきのガソリ
ンスタンドで“料金も払わずに !!”勝手にガソ
リンを補給していったことや，ほったらかしに
されてミルクを絞ってもらえなくなった乳牛が
モーモーないているところに通りかかった“親
切なドイツの歩兵”たちが，苦しがっている牝
牛の乳搾りをしてあげて，自分たちもその牛乳
を飲もうとしている写真などを掲載している（59）。
　壊滅の危機に陥った英仏軍は，5 月 26 日か
ら 6 月 4 日にかけ急遽イギリスからダンケルク
に送られた 800 隻を超える船舶に救助されてイ
ギリスに脱出する。脱出できた英仏兵は合わせ
て 34 万人。この脱出作戦はダイナモ作戦と呼
ばれている。退却のあとには，英仏軍の大量の
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武器が放棄され，ドイツ軍に捕獲されたのだっ
た。（ちなみに，41 年 6 月からヒットラーがソ
連を攻めたとき，その作戦第一段階のための燃
料は全てフランスが貯蔵していたものでまかな
われ，バトル・オブ・ブリテン作戦の燃料をも
まかなった（60）。もちろん料金も払わなかった
であろう !!）ちなみに，英仏軍の武器がドイツ
に捕獲されたことは，オーストラリアがイギリ
スから購入し豪軍に配備する予定だった武器が
届かなくなる事の主原因になった。）
　この英仏連合軍の大敗によって，突然フラン
スの安全そのものが危機に瀕する。フランスを
守るべき兵力は撃破され，退却に次ぐ退却を余
儀なくされた。戦闘は戦いの態をなさず，市民
のパリ脱出が大混乱の中で始まった。そして 6
月 14 日，ドイツ軍はパリを無血占領する。そ
して 6 月 22 日ドイツ，フランスは“休戦協定”
に調印し，フランスは事実上降伏した。ここに，
西ヨーロッパにおけるフランスのヘゲモニーを
打倒するというヒットラーのかねてからの信
念，計画が実現したのだった。
　ドイツの怒涛の進撃を見たイタリアのムッソ
リーニは，6 月 10 日ドイツ側で参戦，仏伊国
境を越えてフランス領を攻め，少なからぬ領土
を奪取した。この勢いにのってムッソリーニは，
6 月末にイタリア領だった北アフリカのリビア

（トリポリタニア Tripolitania，セレナイカまた
はキレナイカ Cyrenaica）からエジプトへの侵
攻計画を進めていくことになった。8 月に攻撃
を開始。更にギリシャに触手を伸ばし，40 年
10 月にはかねて傀儡政権をたてておいたアル
バニアからギリシャに侵入した。これらに成功
すれば，地中海沿岸にはローマ帝国以来のイタ
リア地中海帝国が出現したことだろう。

　第二次大戦の大半の期間，イギリス首相の座
にあり，連合国側の中で強力なリーダーシップ
を発揮し続けたのはチャーチルである。チャー

チルが政権の座についたのは 40 年 5 月 10 日。
既に述べたとおりチェンバレンがノルウェー防
衛作戦に失敗し，責任を取らされて辞任した後
であり（まず責任を取らなければならなかった
のは海軍大臣であったチャーチルだったろう），
またドイツ軍がオランダ，ベルギーに攻め込ん
だ当日だった。チャーチルは，戦局が風雲急を
告げ，これからさらに破局的な場面を迎えよう
とするまさにその時に，イギリスの国運のみ
ならず，西ヨーロッパの運命を決する地位に
着いたのであった。彼の直面する状況はイギリ
スにとって極めて暗く，圧倒的に重かった。41
年 5 月 13 日，後に世界に知られることになる
チャーチルのイギリス下院での有名な就任演説
は次のように言う。

私は他に差し出すものはありません。血と，
無休の苦役と，涙と汗のほかに差し出すもの
は無いのであります。……お前の政策は何か
と問われたら答えましょう。戦争を戦うこと。
海上で敵と戦い，陸上で敵と戦い，空で敵と
戦うこと。神が我々に授けてくれた全ての
力，全ての能力を捧げて戦うこと。目的は何
かと問われれば，一言で答えましょう。勝利
すること。いかなる犠牲を払おうとも，いか
なる恐怖に遭遇しようとも，そして勝利への
道がどんなに長いものであろうとも，どんな
に辛いものであろうとも，勝利すること（61）。

　さて，フランスは誰の予想にも反して，多分，
ヒットラーの最も楽観的な予想にも反して，ほ
んの 2，3 週間戦っただけでドイツに屈服した。
既に記したように，第一次大戦ではイギリスと
ともに 4 年にわたってドイツとの死闘を繰り広
げ，西部戦線沿いに 3 年間も泥沼の中で戦い続
け，アメリカが参戦するまで硬直状態を続けた
フランス，およびフランス・イギリスの連合軍
であった。だから，再びドイツとフランスが戦
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えば，ましてやフランスとイギリスが連合して
ドイツと戦えば，長期戦になるとだれもが想定
した。しかしフランスは 1940 年 5，6 月，あっ
けなく敗れた。
　フランス陥落以降，ヒットラーが 41 年 6 月
バルバロッサ作戦開始を指令してソ連に攻め込
むまでの期間，ヨーロッパにおいて，ヒットラー
のドイツとムッソリーニのイタリアに対抗する
のは，イギリスだけになってしまった。しかも
40 年 7 月頃からドイツ空軍によるイギリス爆
撃が始まり，ロンドン（この時の空襲をブリッ
ツ Blitz）も，イギリス空軍基地周辺も爆撃さ
れ，イギリスは大きな人的，物的被害を覚悟し
た。イギリスは今にも崩れるかに見えた。イギ
リスが崖っぷちに直面している，負けてしまう
かもしれないとオーストラリア，ニュージーラ
ンド，カナダ，南アフリカは危機意識を深めた。

（イギリス空軍戦闘機はイギリス上空，英仏海
峡，大陸上空でドイツ空軍と戦った。バトル・
オブ・ブリテンである。イギリスはレーダーの
発明，開発を以前から進めており，空中戦では
ドイツ軍に決して引けを取らなかった……それ
どころか，ドイツ空軍に対して徐々に優勢と
なっていった。ドイツ空軍機は 1733 機が撃墜
され，それに対しイギリス機は 915 機が撃墜さ
れる。イギリス空軍機にはオーストラリア空軍
パイロットも多数搭乗していた。41 年 6 月の
ドイツの対ソ侵攻作戦よりかなり前に，イギリ
スへの激しい空襲の波は一応引いて行った。）
　イギリスは民間人をも巻き込んで組織され
た国土防衛隊 Home Guards が全国的に展開さ
れ，ドイツ軍が上陸してきた場合，全国民が立
ち上がって戦うという体制を敷いた。
　ヒットラーは 40 年 7 月の段階でドイツ三軍
の長たちと会い，イギリス上陸作戦（オットセ
イ Sea Lion 作戦）を指示し，9 月 15 日を作戦
開始の日と定めた（62）。しかしノルウェーでの
イギリス艦隊との海戦で，ドイツ艦隊も勝つに

は勝ったにしても実は手ひどい損害を与えられ
ており，イギリス上陸作戦用の海軍余力が無
かった（63）。何度かの延期の後，結局作戦は中
止となる。Taylor は，ヒットラーの考えは，
ソ連がイギリスにとっての剣として存在してい
る，これを（後に実行する予定の）対ソ侵攻に
よって打ち砕いておけば，いずれにせよイギリ
スはドイツと協調せざるを得なくなる，と考え
たのだという（64）。
　いずれにせよフランスでの大敗，ダンケル
クからの大脱出の後，イギリス国民はまさに
チャーチルが演説したように，海上で，陸上
で，空で……戦わなければならなかったのであ
る。イギリスは，アメリカの物的支援はかなり
の程度あったとはいえ，41 年 12 月 8 日，日本
がアメリカに宣戦布告し，アメリカが実際にイ
ギリスと同じ側で参戦するまで，極めて危ない
橋を渡ることを余儀なくされた。1940 年 5 月
の段階でも 6 月の段階でも，アメリカはイギリ
スの側に立ってこれを軍事的に，本格的に支え
ようとはしていなかった。アメリカ社会の厭戦
気分は広く，かつ強く，アメリカ人たちは 40
年段階までヨーロッパの戦争に巻き込まれた
くなかったのである。このことを示すために，
イアン・カーショウの『運命の選択』Fateful 
Choices, Sir Ian Kershaw は，ルーズベルトが
おこなった三期目の大統領選挙演説を引用して
いる。

“1940 年 10 月 30 日，前例のない三期目の大
統領選挙に立候補したフランクリン・デラ
ノ・ルーズベルトはボストンで聴衆に約束し
た。『あなた方のお父さん，お母さんにもう
一度保証します。前にも申し上げましたが何
回でも申し上げます。あなた方の息子さんは
いかなる海外の戦争にも派遣されない，と』
アメリカの中立についてこれほどはっきりし
た言い方は無かった。ドイツがイギリスを屈
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服させる恐れが増大しているヨーロッパの戦
争から，アメリカは距離を置こうというので
あった。……9 月の終わり，82％の世論が対
ドイツ・イタリアとの戦争の外に立つことを
支持した。ドイツ国防軍によっていいように
打ち破られた，40 年 5 月～ 6 月にかけての
連合軍の大破局以来イギリスは瀬戸際に追い
詰められていた。このイギリスを助けるた
めに参戦以外の何かほかの手段をとること
は，いずれにしてもまた別の話だった。しか
し 1940 年 8 月時点では，ドイツと戦うイギ
リス支援に賛成する声は，アメリカ人のまだ
34.2％に過ぎなかった。”（65）

　イギリスは，それぞれに人口の少ない，工業
力も充分でない旧植民地国以外，共に戦ってく
れる味方は無かった。ほぼ孤立無援状態で耐え
るほかなかったのである。

　繰り返すが，フランスのあっという間の降伏
は，ほとんど誰も予想しなかった事態だった。
フランスがそのようにドイツに屈服してしまっ
た後，アジアにおいては太平洋戦争につながる
重大な事柄が急展開していく。
　実はあのような形のフランス敗北と，アジア
における太平洋戦争の間には，直接的な関連が
あるのだという理解は，日本以外の世界では珍
しい見解とはいえない。実際，オーストラリ
アの公的な機関である戦争記念館（Australian 
War Memorial）の第二次世界大戦史には，そ
のような見解が表明されているところがある。

（この歴史書ではこのことに関する引用の正確
さには少々問題があるが。）テイラーも，フラ
ンス敗北とイギリスの孤立，苦境こそが日本を
太平洋戦争に向かわせたのだと説明する（66）。
また最近でもイアン・カーショウの『運命の
選択』第 3 章のように，同じような理解の仕方
が見受けられる。また 1937―42 の期間駐日イギ

リス大使だったロバート・クレイギー Robert 
Cragie は，フランスのあっという間の敗北が
もたらした新たな欧州情勢こそが，日本をし
て太平洋戦争に踏み切らせたのだという見解
を述べている。彼の自叙伝的著書 Behind the 
Japanese Mask（67）である。40 年 6 月のフラン
ス敗北からの時間の流れの中でものごとの展開
を並行してみていくと，確かにフランス敗北
が，アジアにおける太平洋戦争の最初の引き鉄
になったのだという見方に説得力があるように
見えるのはやむを得ないのではないだろうか。
　当時日本軍部の中枢にいた人たちの中にす
ら，戦後そのような見解を述べる人物がいた。
林三郎大佐は，陸軍参謀本部編成動員課長，終
戦時には阿南惟幾陸軍大臣秘書官を務め，大本
営内部の状況をよく把握する立場にあった。昭
和 15（1940）年 7 月 27 日の大本営政府連絡会
議で決定された世界情勢の推移に伴う時局処理
要綱を受け，昭和 15 年 9 月 27 日，日独伊三国
同盟が防共協定の延長としてベルリンで締結さ
れた。林大佐の『太平洋戦争陸戦慨史』には次
のようにある。「三国同盟締結の裏には，第二
次世界大戦初期におけるドイツ軍の赫々たる成
果に幻惑され，“バスに乗り遅れるな”という
陸軍中央部の気持が潜んでいた。それ故にもし
も日本が何もせず，そのまま自重していれば，
バスに乗りおくれ，世界の主な獲物はみなドイ
ツにとられてしまうと，心配する空気が強かっ
た。そしてこの際三国同盟を利用して，東亜に
日本の勢力圏を打ちたてるべきだ，との考えが
次第に陸軍中央部を支配するに至った。」（68）つ
まり簡単に言えば次のような事であろう。イン
ドネシアを植民地とするオランダはドイツに敗
れた。インドシナを植民地とするフランスもド
イツに敗れた。マレー半島，ボルネオ，シンガ
ポール，ビルマを植民地とするイギリスはもう
すぐドイツに敗れるだろう。今こそこれらを日
本が影響下に置くチャンスである。日本がそう
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しなければ，「獲物はみなドイツにとられてし
まう。」また昭和 15 年（1940 年）7 月，大本営
陸軍部，大本営海軍部が共同でまとめた 極秘
文書，「世界情勢の推移に伴う時局処理要綱」
提案理由はその冒頭でいう。『聖戦茲に三年抗
日蒋政権は窮迫其の極に達したりと雖も未だ抗
戦を放棄するに至らず一方欧州戦争に於いては
既成勢力は正に新興国家群の威力に屈し僅かに
英国一国を残すに止り情勢の推移は急激なるを
予測せしむるものあり』と述べた後，『更に帝
国が英米依存の態勢より脱却し日満支を骨幹と
し概ね印度以東豪州，新西蘭以北の南洋方面を
一環とする自給態勢を確立するは当面帝国の速
急実現を要すべき所にして而も是が達成の機会
は今日を措き他日に求ること極めて困難なるべ
し……。』既述の林三郎大佐の言葉と併せて読
むと，大本営の考え方が，フランス敗北をチャ
ンスとして，日本は南方に展開するということ
であったことがより強く浮かび上がる。
　いずれにせよ，フランスのあっという間の敗
北は，ヨーロッパにとっても，アジアにとって
も，様々な意味で世界史的な曲がり角となる出
来事だったといわなければならない。
　次節で我々は，1939―40 年におけるこのよう

なヨーロッパの状況の展開を知って，オースト
ラリアがどのように反応していくかを見ていく
が，その前に，フランスはなぜあのように簡単
に破れてしまったのだろうかという疑問，重大
な歴史的意味を持つ疑問をもう一度振り返って
みたい。
　フランスはなぜあのような形で破れてしまっ
たのだろうか。フランスの政府や軍首脳たちが
マジノー線にばかり注意を集中させ，ベルギー，
ルクセンブルグなどからのドイツ軍の快進撃
に，手薄だったこの方面の兵力が蹴散らされて
しまったという軍事戦略的説明は，確かに大き
な説得力を持つ。それでもなお，初戦の一撃を
くらっただけで，次の防衛も抵抗もなく，なぜ
あっという間に降伏まで行ってしまったのだろ
うか。フランス敗北が持つ第二次大戦における
世界史的な意味，アジアの情勢に対して持って
いる（かもしれない）重大な意味を考えると，
この問題は何度も立ち戻ってくるべきものと感
じられる。
　ここで指摘したいのは次のことである（69）。
アダムスウェイト Adamthwaite は，“France 
and the Coming of the Second World War”

（「第二次世界大戦の到来」（70）），ジョナサン・

〈表 2〉1930 年代フランス，ドイツの軍事支出

フランス（単位 10 億フラン） ドイツ（単位 10 億マルク）

国民所得 軍事支出 国民所得 軍事支出

1930―31 332 15.1

1931―32 312 12.9 58 0.8

1933 259 11.7 59 1.9

1934 237 10.2 67 4.1

1935 221 10.4 74 6.0

1936 239 14.4 83 10.8

1937 304 20.8 93 11.7

1938 347 28.4 105 17.2

1939 407 92.7 130 30
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カーショウ Jonathan Kirshner の“Appeasing 
the Bankers”（「銀行家の機嫌を和らげる」（71））
は，1930 年代，ドイツとフランスそれぞれの
政府は，どれだけの資金を軍事費に使ったかを
比較している。ここに彼らの作成した比較表を
再録する。

　それぞれの軍事出費を当時の為替交換率で換
算してみよう。国際連合による「世界統計年鑑
1952 年によると，30 年代の 1 仏フラン，およ
び 1 独マルクの対米通貨セント交換率は，以下
のようになっている。
ヒットラーがドイツ政治の中央に登場した
1933 年から大戦開始前年の 38 年までの仏独の
軍事出費累計は，44 億 76 百万米ドル対 197 億
94 百万米ドル。実に 1：4.47 の比率である。し
かもしばしば指摘されるように，フランスはマ
ジノー線建設のために膨大な国費を支出した。
それだけ他の軍事関連項目のための支出は削減
されたのであろう。ヒットラーの公共投資は，
ドイツマクロ経済の有効需要増大に対して大き
な推進力になり，大恐慌からの脱出を牽引した
といわれる。ヒットラーの軍事費増大ももちろ
ん然りである。一方フランスは 30 年代，国内
政治が分裂気味であり，政治の力でいわゆるケ

インズ的財政政策を（日，独，米のように）強
力に進める態勢には無かった。しかもフランス
は，金本位制度に最後まで拘泥した。金本位の
維持は，フランスの財政政策に対する強い足枷
であり続けた。このことがフランスの軍事支出
とドイツの軍事支出の間に決定的な差をもたら
したと考えるべきである。この 1：4.47 という
軍事支出の差も，フランスが最初の一撃以後の
抵抗を維持できなかった理由と考えられる。
　チャーチルは 40 年 5 月 16 日，英仏軍が敗
走を続ける中，パリに飛んできてガムラン仏
陸軍総司令官に矢継ぎ早に質問を浴びせた。

「戦略的予備軍はどこにあるのか Where is the 
strategic reserve? 」。「予備軍は……ありませ
ん。」チャーチルは追い打ちをかける。「いつ，
どこで反撃を開始するのか？」「兵力の数も
劣勢，装備も劣等，戦術も劣っております」。　
二段構え，三段構えの防備ができなかった理由
のうちの大きなものには，フランスが 30 年代
に軍事費増大を行わなかったということも入っ
ていたであろう。

4.2　オーストラリアの参戦
　39 年 9 月 3 日，イギリスが対ドイツ宣戦布
告した日，時のオーストラリア連邦政府首相ロ
バート・メンジス Robert Menzies は，イギリ
スからの開戦の通知を受けた 1 時間後に，メル
ボルンに政府のトップメンバーたちを招集し，
会議 Executive Council において宣戦布告を確
認した後に，午後 9 時 15 分オーストラリア国
民に対してラジオ放送を通じ，ドイツとの戦争
に入ったことを伝えた。オーストラリア国民
が，落ち着いて，固い決意の下に，自信を持っ
て，仕事に励むこと calmness, resoluteness, 
confidence and hard work を訴えた（72）。この
段階では，オーストラリアが具体的にどのよ
うな形で参戦するのか，海外派兵するのか否か
……などは触れられることが無かった。

〈表 3〉30 年代フラン，マルク，ドル

1 仏フラン＝ 1 独マルク＝

1931 3.920 セント 23.75 セント

1932 3.928 23.75

1933 4.861 29.41

1934 6.570 39.84

1935 6.601 40.16

1936 5.984 40.32

1937 3.978 40.16

1938 2.860 40.16

1939 2.642 40.00
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　それ以前の 8 月 24 日，ヨーロッパ情勢が切
迫していることを受けて，オーストラリア国防
省や陸，海，空軍上層部は政府に対し，ロンド
ンから開戦の知らせが届いたら対応できるよう
に，前もってある種の準備をしておくべきであ
ると勧告した。準備とは，北部の熱帯都市ダー
ウィンに兵を送ること，シドニー南方で製鉄所
のある戦略的に重要なポートケンブラに砲数門
を移動させ，通信拠点，鉄道，軍需工場などの
防備を確認，強化することなど。25 日には国
内 7 つの軍管区の司令官に警戒態勢に入るよう
命令が下され，ダーウィンには正規兵 44 人が
送られ，パプア・ニューギニアのポートモース
ビー，ラバウルに，武器弾薬を輸送する手筈が
整えられた。オーストラリアの軍関係者たちが
強く意識したのは，日本がどのように動いてく
るのかということだった。
　9 月 1 日には，イギリスから「ドイツ，イタ
リアに対して警戒態勢に入った precautionary 
stage adopted against Germany and Italy」と
の秘密連絡がオーストラリア政府に入った（73）。
9 月 5 日，民兵ミリシャを招集し，1 万人が 16
日間守備に就き，次の 1 万人が 16 日間守備に
着くということが発表され，彼らの訓練体制
と，国内重要地点防備体制が始まる。
　開戦前には，1929 年スカリン政権のとき以
来，徴兵制は停止されたままだった。民兵ミリ
シャに属して軍事訓練を続けていたのは，国防
意識を鋭く持ち続けた市民たちで，彼らは誰か
らも強制されず自主的に訓練に参加していたの
である。しかしヨーロッパや中国の状況が切実
さを増すに従って，自主的にミリシャに参加す
る人の数は増えていった。32 年当時 2 万 8 千
人だったものが，38 年には 4 万 3 千人。男子
国民の中では，少数の常備兵のほかには，これ
らミリシャ兵が軍事訓練経験のある兵士たち
だった。
　以前からの自主的な民兵ミリシャ参加者と，

新たにミリシャに加わったものの合計は，9 月
段階で 8 万人になった。とはいえ，オーストラ
リアは，武器の種類，質，量に関して常に問題
を抱えていた。国内にも何種類かの銃，砲，弾
薬を生産する工場があったものの，それは 20
年代，30 年代の軍縮，経済恐慌の影響から，
大規模な軍に充分武器を行き渡らせるだけの供
給力はとうてい無かった。特に新鋭兵器，空軍
装備となると，イギリスの兵器工場に発注して
供給を受ける（もちろん金銭で購入する）のを
待つということになっていた。当時のミリシャ
が装備されていた武器は，1918 年に第一次大
戦が終わった後に AIF 軍が帰国する際に持ち
帰ったものが主で，イギリス常備軍の武器と比
べれば，旧式であり，量も充分ではなかった。
政府がすぐに軍隊の規模を急拡大できない背景
には，この武器供給という面もあったのである。

　メンジス首相の開戦ラジオ放送では，オース
トラリアが海外派兵するのか否かの問題には触
れなかった。9 月 6 日に開催された議会におい
て，野党労働党党首のジョン・カーティンは，
労働党は徴兵にも，国民が決める以外の方法で
決定される海外派兵にも反対であるという従来
の立場を主張する。結局メンジス政権も，ほど
なく海外派兵も決めるのであるが，派兵に関し
てはなかなか一筋縄ではいかない他の事情がか
らんでいた。
　メンジス政権は，イギリス国防省や植民地省

（Dominion Office 大英帝国内の自治政府や植民
地との関係事項を扱う）がオーストラリアに何
を要求してくるかを待った。9 月 8 日植民地省
から届いた長文の電報は，少々持って回った，
ハッキリしない次のような内容だった。それは
まず 2 つの場合を考慮しなければならないこと
を述べる。一つは，日本が中立を守るだけでな
く，民主主義国家側に対して友好的な態度を示
してくる場合。もう一つは，日本が中立ではあ
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るが，その態度を明確にはせず留保する場合（74）。
……また，戦争が長期にわたることも予想さ
れ，オーストラリアが海外派兵することを視野
に入れつつ，最大限の努力を開始することを望
むものである。現在のところオーストラリアが
海外派兵する場合，どの方面に，どのような兵
力を送るのがよいのか明言できない状況である
が，部隊が編成された段階で，シンガポール，
マラヤ，インドに配備されているイギリス軍部
隊と交代するか，あるいは師団編成が完了する
まで待つか……ということを豪政府は考慮して
もらえるだろうか。急遽派兵軍を徴集すること
はよくないだろうが，溶接工，電気工事技師，
機械工，運転手，医師などが英国軍に志願して
くるのは大歓迎である。日本が全く友好的な態
度を示さないならば，オーストラリアが海外派
兵するのは賢明ではない unwise だろうが，シ
ンガポールやニュージーランド，英領や仏領南
太平洋諸島防衛に応えられるように準備は整え
ておいていただきたい（75）。
　なんとなく煮えきらないところを多数含む，
このような電報が送られた背景には，イギリス
自身，武器供給が不十分であり，イギリスは旧
植民地自治国家でも武器の自給がままならない
ということを認識していたからだったという。
イギリスはドイツとの開戦後，大英帝国陸軍

（この中にはイギリス，オーストラリア，ニュー
ジーランド，カナダ，南ア，インドなどの軍も
含まれる）およびこれから同盟国になる国の軍
隊も含め，55 師団分の武器を生産していくこ
とを決定するが（76），それは大量の労働力の投
入を必要とするものであった。兵の数も重要で
ある。兵に戦ってもらうために必要な武器弾薬
を生産する労働者の数も同様に重要である。イ
ギリスでは軍と産業の間で労働力の取り合いが
始まったくらいであった。これはオーストラリ
アでもすぐに始まることになった。

　オーストラリアが海外派兵をまだ決めていな
い 9 月 9 日，ニュージーランド政府は海外派兵
用の軍を編成することを発表し，規模が 6,600
名になる予定と発表した。オーストラリアは，
イギリス植民地省からの曖昧さを含む電報のこ
ともあり，国内の事情もあり，陸上兵力海外派
兵のための志願兵募集については 9 月 15 日ま
で決定を引き延ばした。ニュージーランドから
の報を聞いて，国内の新聞などのメディアが派
兵支持で盛り上がっていく。
　確かに陸上部隊の派兵に関してはこのようで
あったが，実は海軍と空軍に関しては，政府の
発表が無くとも，開戦時にはイギリス海軍，空
軍にある意味で属しているような状態にあっ
た。オーストラリア海軍の艦船は，ワシントン
海軍軍縮条約において大英帝国海軍の一部とみ
なされたのであるが，36 年に条約が失効した
後も大英帝国海軍の一部として訓練や任務に就
いていた。戦争が起こったからといって，これ
を急にひきはがすわけにはいかなかった。また
空軍に関しては，オーストラリアは以前から訓
練のために兵員をイギリスに送っており，彼ら
は今まさに戦闘に参加しようとしているイギリ
ス空軍兵員と同じ航空編隊に属していたのであ
る。さらに，オーストラリアは軍用飛行艇（flying 
boat）をイギリスに発注していて，9 月初めに
は完成した飛行艇を引き取ってオーストラリア
に空路戻ってくるため空軍パイロットがイギリ
スに待機しているところだった。英政府は，こ
れらパイロットも，飛行艇もイギリスにとど
め，イギリス空軍に参加してくれるようオース
トラリアに要請した（77）。
　このような流れの中，9 月 15 日，メンジス
政権は 1 個師団とそれに付随する部隊計 2 万人
規模の兵力を，海外派兵を含む任務のために新
たに募集，編成することを発表した。もちろん
志願兵による編成である。3 個旅団（brigade）
からなる師団で，ニューサウスウェールズ州
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の志願者で 1 個旅団，ビクトリア州の志願者で
1 個旅団，その他の 4 州の志願者で 1 個旅団。
これが編成される段階で，この師団は第 6 師団
とされることになり，海外派兵されることにな
ることから第二オーストラリア帝国派遣軍 2nd 
AIF（第一次大戦時の帝国派遣軍は 1st AIF）
との呼称を与えられた。ミリシャの中から志願
者が相次いだ。なぜ第 6 師団なのかというと，
国内には民兵ミリシャによる 4 個師団（いずれ
もフル編成ではない）が既に存在し，もう 1 個
師団も編成されようとしていたからである。

　ここでオーストラリアもイギリスもその動向
を最も気にかけていた日本のことに触れてお
く。39 年 9 月初旬，つまり，第二次世界大戦
がはじまったばかりの時点で，ソ連蒙古と日満
との間のノモンハン事件はまだ停戦が成立し
ていなかった。日本とソ連の間には，38 年に
もいわゆる張鼓峰事件が起きていたが，39 年 5
月 12 日，ハルハ河を渡河してきた蒙古軍 700
騎に対して，日本軍はこれを国境侵犯であると
して攻撃撃退した。日本，満州国はハルハ河が
満州と蒙古の国境であると認識しているのに対
し，蒙古，ソ連側はハルハ河より 13 キロも東
のノモンハンが国境であると認識していたので
あった（78）。蒙古側は援軍を伴って反撃してく
る。この戦いは次第に拡大し，8 月ごろには日
本軍第 23 師団と満州国軍に対し，ソ連狙撃 3
個師団，機甲 5 個旅団および外蒙古騎兵 2 個師
団がぶつかることになった。戦闘が終了したの
は停戦協定が成立した 1 日後の 39 年 9 月 16 日
であった。日本側の戦闘参加者数は 7 月 1 日か
ら 9 月 16 日 15,140 人，そのうち 11,123 人が死
傷するという結果となった。実に 70％の死傷
率である。ソ連側が，砲兵と戦車部隊を駆使し
て関東軍に大損害を与えたのであった。関東軍
も，日本の陸軍参謀部も，日本政府も，ソ連の
武力を改めて見直すことになった。ヨーロッパ

でヒットラーの軍隊がポーランドに侵入し，イ
ギリス，フランスがドイツに宣戦布告し，オー
ストラリアが急いで戦争準備を整えようとして
いたころ，日本および満州の地ではこのような
ことが起こっていたのである。
　とはいえオーストラリア陸軍参謀本部は，日
本の動向を見つめ続けた。イギリス植民地省か
らの長い電報では，日本が敵対してきた場合の
ことに触れられていないが，日本が敵対してき
たら，海外派兵どころではなくなるだろう。そ
の時はせいぜい極東地域にいるイギリス軍支援
のために小規模部隊を送る程度のことしかでき
ないだろう（79）。オーストラリア参謀本部は，
日本という不安要素があるからには，日本が
12 月末まで敵対してこない場合でもせいぜい 1
個大隊または 1 個旅団程度を海外に送るという
あたりが妥当なのでは……という慎重な意見を
戦時内閣 War Cabinet に対して表明した（80）。

　さて上記のようにオーストラリアは第二次大
戦に参戦し，海外派兵もありうる第 6 師団の編
成作業も開始された。しかし常備軍将校の数が
少なすぎて，6 個ある師団の師団長でもその参
謀に常備軍将校団からの参謀を 2 名も迎えるこ
とができればラッキーだといわれるくらいの状
況だったという（81）。武器も国産していたのは
旧式の対空砲，ライフル銃やビッカーズ機関銃
くらいで，ブレンガン（軽機関銃）の生産が
やっと始まろうとしていたところだった。それ
に加えて野戦砲，対戦車砲，迫撃砲，拳銃，手
榴弾，軍用車両などを生産するためには，オー
ストラリアの産業に当時としては膨大な投資を
していかなければならない。また大量の産業労
働力が必要とされる。既に述べたとおり，オー
ストラリアのミリシャが訓練に使用していた武
器は，1st AIF が第一次大戦後に持ち帰ったも
のが主体であった。陸軍参謀本部にとって，将
校団の数の少なさに加え，装備の不備も不安の
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種だったのである。
　さらに，もし戦争が大規模で長引くことにな
れば，国内の農業，工業，その他部門の生産の
ために，平和時よりも多くの労働力，そして特
に熟練労働力が必要となるため，海外に派兵す
るにしても簡単に派兵の規模を増やすわけには
いかなかった。政府は「こういう職業の人，こ
れこれの資格の人は志願を受付けない」という
リストを作り，不可欠の労働力を国内に確保
しようとした。30 歳を超えた羊毛の毛刈り職
人，大工，25 歳を超えた職工長，25 歳以上の
醸造職監督者，大卒や有資格のエンジニアなど
など。また妻帯者は予備役 reserve に入って訓
練義務を免除されることができた。これらの措
置は戦時である今の兵力確保に不安が生じるこ
とを意味し，これも陸軍参謀部を悩ますことに
なった。そして海外に派兵する場合，ことの流
れによっては，より大きな兵力を送る必要が出
てくる可能性が大きい。

　これらの意見や状況を検討したメンジス戦時
内閣は，39 年 10 月 25 日，イギリス植民地省
に回答して，国内で編成しつつある海外派遣を
含む任務に就かせる軍に関しては，こちらで適
切な訓練をほどこして，海外で守備の任務を担
い，更なる訓練を行える段階まで兵の能力を向
上させる期間を設ける。この期間のうちに国際
情勢がより明らかになって，オーストラリア軍
を海外派兵するか否かの情勢もはっきりしてく
ると思われる（82）。
　このように単純ではない含みのある回答をイ
ギリスに送った上で，オーストラリアは海外派
遣軍の構成を進めていった。最初に，派遣軍
の司令官はトマス・ブレイミー中将（それま
では少将）に決まった。ブレイミーはこの段
階では職業軍人ではなくミリシャに属してい
た。55 歳。1936 年までビクトリア州の警視総
監 Police Commissioner だった。しかし彼の軍

歴は長い。彼は後に，オーストラリアが派遣し
た海外派兵 4 個師団を率いる総司令官の地位に
就き，オーストラリア陸軍参謀総長となり，日
本との戦いで（フィリッピンから脱出した）マッ
カーサーが総司令官となった南西太平洋軍の中
で全オーストラリア陸軍を率いることになる。
ニューギニアに上陸しポートモースビーを目指
す日本軍を押し戻し，敗走させる主力の豪軍の
総司令官はブレイミー中将である。彼について
少々触れておく。
　ニューサウスウェールズ州の内陸部のワガ
Wagga で 1884 年，農業労働者（農地所有者で
はない）の息子として生まれたトマス・ブレイ
ミーは，学校の教師になる。その後軍人にな
り頭角を現して 06 年軍務と教練部門の士官と
なる。12―13 年にインドにあった英陸軍大学課
程クエッタ Quetta 校で教育訓練を受け，その
後 14 年末まで，少佐としてインド軍やイギリ
ス軍で軍務についた。第一次大戦では，ガリ
ポリの戦いでの目覚ましい働きが注目され，
32 歳の中佐として第 1 師団の主席参謀，次に
オーストラリア大英帝国派遣軍 AIF の総司令
官となったモナシュ中将に指名されて彼の参謀
長になる。34 歳の若さで准将。モナシュ大将
はオーストラリアにおいて特別尊敬される軍人
であるが，彼のブレイミー評。「ブレイミーは
他の者たちよりもはるかに高いレベルの精神を
持ち，広い知識，常に鋭い理解力を備え，いか
なる困難にも耐える力がある。彼の命令は正確
であり，言葉に曖昧さが無く，細部まで完璧で
あり，常に私の意図を完全に伝える指令を出し
た。」（83）（モナシュ自身もともとは土木工学のエ
ンジニアだった。（84））1920 年，ブレイミーはオー
ストラリア参謀本部副参謀長となる。22―25 年
英国陸軍省 War Office にオーストラリア代表
として勤務する。その後常備軍を去ってビクト
リア州の警視総監の任に着く。当時は同州の警
察組織がストライキの最中で，ある種の危機に
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陥っていた時期であった。常備軍を去っても，
彼は第二次大戦勃発までミリシャ組織に少将と
して属していた（85）。第 2 大英帝国オーストラ
リア軍 2nd AIF の師団長に任命されたのは，
常備軍の少将たちではなく，ミリシャに属する
ブレイミー少将だった。こうなったのにはい
くつか理由があったといわれている。当時のメ
ンジス首相はビクトリア州出身であり，以前は
州議会議員であったが，その時期にブレイミー
警視総監と知り合い，幾度も総監の適切なアド
バイスを受け，ブレイミーを高く評価していた
こと。また，ケイシー軍需相も同じようにブレ
イミーを高くかっていたこと。さらに，オース
トラリアの派遣軍がイギリス軍や，他の大英帝
国からの軍と共同軍事行動をとる場合，ブレイ
ミーの判断力と外交力が極めて有用であること
もその理由とされた。外交力と判断力とはどう
いうことだろうか。
　オーストラリア派遣軍司令官というのは，一
方ではオーストラリア政府の命令の下にある。
他方では海外の戦場においてイギリス軍などと
共同作戦を行い，その戦場の総司令官はイギリ
ス軍司令官ということになろう。そうなった場
合，オーストラリア軍（師団）がいくつかの戦
場でバラバラにされて，オーストラリア側のコ
ントロールが利かず，オーストラリア側の意図
が伝わらず，不本意なことになりうる……とい
うことを，オーストラリアは第一次大戦の時に
経験していた。豪軍は極力一体として作戦に参
加し，オーストラリア軍司令官は，オーストラ
リア政府への責任と戦場における共同軍事作戦
の中の責任とを両立させ，バランスを取らなけ
ればならない。そのためには，オーストラリア
派遣軍の司令官は，外交力と結び付いた判断力
が必要だったのである。イギリス，インドで英
国軍の中に入って勤務した経験を持ち，英国参
謀部にも人脈を持ち，第一次大戦でその卓越し
た能力を発揮したブレイミーが，2nd AIF の

第 6 師団長として最適ということになったので
ある。
　第 6 師団には，3 個旅団と砲兵隊（砲兵連隊
artillery regiment と呼ばれるようになる）を
配備することになったが，ブレイミーは 3 旅
団長と砲兵隊長を選抜することになる。旅団
は第 16 旅団 Brigade（ニューサウスウェール
ズ州出身兵），第 17 旅団（ビクトリア州出身
兵）第 18 旅団（他の州出身兵）。第 16 旅団長
に選ばれたのはアレン Allen 准将で第一次大戦
中はブレイミーとともに戦っている。第 17 が
サベッジ Savige 准将，第 18 がモーシェッド
Morshead 准将だった。モーシェッドも前の大
戦中ブレイミーの下で戦っている。砲兵部隊の
トップにハーリング Herring 准将。旅団長や砲
兵連隊長は全てミリシャ所属であり，職業軍人
ではなかった。アレンは本業が公認会計士だっ
た。サベッジは企業経営者，モーシェッドは第
一次大戦前は学校長，大戦後はオリエント・ラ
インという海運会社の支配人だった。ハーリン
グはメルボルンで名の知られた法廷弁護士で
あり，若いころ（特別に優秀な若者が選抜され
る）ローズ奨学生としてオックスフォードに学
んだことがあった。つまり，ミリシャ所属のブ
レイミーは，自分のすぐ下の 4 人を全て民間人
軍人のミリシャで固めたことになる。さらに，
工兵隊のトップもメルボルンの建設コンサルタ
ント，通信部門のトップもオーストラリア郵政
省 Post Master General の高位の技師が任命さ
れた。これらのことは，特に常備軍の将校団上
層部に少なからぬ動揺を与えたという（86）。
　旅団長が決まり，次にそれぞれの旅団長は，
下に来る 4 個大隊 battalion の大隊長を選抜す
ることになった。これも順次決まってゆき，中
隊 company，小隊 platoon と固められていっ
た。10 月に志願兵の受付と身体検査が始まる。
10 月中に旅団編成が徐々に形をとってくるよ
うになった。第 16 旅団のニューサウスウェー
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ルズ州では，予定の 6,300 名のうち 6,100 名の
入隊が決まった。全く軍隊の経験のないものが
3,018 名，ミリシャからの志願者が 1,634 名，
何らかの軍務の経験があるものが 1,468 名だっ
たという。政府や陸軍当局はミリシャからの志
願者が 5 割くらいと見込んでいたが，実際には
4 分の 1 に留まった。ミリシャからの志願者が
少なかった理由は，一方では国内の防備のため
にはミリシャの存在が明らかに不可欠であり，
もう一方では志願して AIF に入隊しても，果
たして海外に行くのかどうか（10 月段階では）
はっきりしない状態だったからだろうとされて
いる。ミリシャ内の将校の地位を持つ人たちの
中には，（部下たちがドンドン志願してミリシャ
の兵力が薄くなっていくのを懸念して）志願を
思い留まるよう説得する者もいた。結局 5 割に
はならず，AIF 軍中のミリシャの割合は 20 ～
25％程度だった（87）。
　11 月になると 3 旅団ともに新設された訓練
地に入り，訓練が始まった。それと同時に，メ
ンジス首相は 11 月 15 日，29 年以来中断され
ていた徴兵令，つまり強制的な軍事訓練参加
を復活させることを議会に提案した。9 月段階
で 8 万人いたミリシャの規模は，ミリシャか
ら AIF に入隊する者，特定職業（前述）に就
いており兵役から除外されるもの，健康上の理
由のあるものなどがミリシャから引き剥がされ
ることにより 55,000 人から 65,000 人に減少し
ようとしている。さらに，妻帯者はひと月の
訓練の後予備役に入るとなると，さらに 16,500
人ほど少なくなるだろう。……国内防備のため
ミリシャの増強はどうしても必要であり，徴兵
令復活は不可欠である（88）。これに対し，労働
党は徴兵制度にも海外派兵にも反対を主張した

（議論の中で，AIF 兵士や徴兵されてミリシャ
に入る兵士に対する兵役賃金のことが熱いト
ピックになっているのが興味深い（89））。結局メ
ンジスの提案が可決され，徴兵令が復活した。

　徴兵令復活の国会論議の 10日ほど前に，その
ころロンドンでの会議に出席していたケイシィ
軍需相から電報が入り，西部戦線にドイツ軍が
結集しているが戦闘は始まっておらず，もし 39
年 11 月中にドイツが攻めてこなければ翌年 4 月
まで戦いは無いだろうとイギリス参謀本部は見
ており，本部は，オーストラリア第 6 師団をエ
ジプトかパレスチナに送って出来るだけ早期に
訓練を開始してはどうか，また次の師団を編成
してはどうか，野戦砲は持参してもらいたい，
ブレンガン（軽機関銃）と対戦車砲はイギリス
が提供すると言っている……という報告が首相
の下に届いていた（90）。オーストラリア戦時内閣
と国防委員会はこれを検討する。委員会はイギ
リス参謀本部の示唆の線で第 6 師団に加え，海
外派兵用に新たな師団を編成することを政府に
勧告する。メンジス首相は，徴兵令は復活を決
めたものの，他のことには触れなかった（91）。
　しかし 11 月 20 日，ニュージーランド NZ の
サベッジ首相は NZ 軍を海外に送ること（編成
することは 9 月に決定）を発表した。メンジス
首相は，サベッジ NZ 首相に書簡を送り，ニュー
ジーランドと歩調を合わせようと思うが，ドイ
ツがオランダを攻めるか否かによって極東に不
確定なところが残る，我々にはあと 3，4 週間
の期間が必要と伝える。しかし 11 月 28 日，内
閣全員が出席する中で，オーストラリアが第 6
師団の国内での訓練が適当なレベルに達するの
を見計らって海外に派兵する，それはおよそ来
年 1 月頃になるだろうと決定した。ただし新た
な師団を編成するかどうかの問題には触れな
かった（92）。
　野党労働党はこれに対して反発する。しか
し，徴兵令が現に復活し，海外派兵が決定され
た後は，労働党も以前のような激しい反対運動
を繰り広げることはしなかった。カーティン労
働党党首は，わが党は海外に派遣されている兵
士の皆さんを見捨てることはしないと明言す



40 第 19 巻　第 1 号

る。このころから，軍事問題に関するそれまで
極めて根深かかった保守与党と野党労働党の対
立は，次第に様相を変えていった。対立が消え
たわけでは無かったが，特にヨーロッパの，そ
してアジアの情勢の展開を見て，両党は共通の
土俵で議論を戦わすようになった。労働党は第
6 師団の派遣に反対はしないが，次の師団を送
ることには反対する。しかし翌年 6 月，フラン
スがドイツに降伏したのを受け，同月に開かれ
た労働党大会は，徴兵制，イギリスでの空軍ト
レーニング計画参加，海外にいる AIF の増強
を決議するようになった（93）。

　そして 39 年 12 月 15 日，160 人の先遣隊が，
ニュージーランド軍先遣隊と合流してオースト
ラリアを発った。行き先は（秘密にされていた
が）パレスチナ。宿営地設定や訓練場となる場
所をあらかじめ調査しておくための先遣隊で
あった。第 16 旅団本隊（ニューサウスウェー
ルズ州部隊）が医務班，第 18 旅団など他の部
隊の先遣隊を加え 6,600 人編成でシドニー港を
出港するのが 1 月 10 日である。この段階では
第 6 師団を率いるブレイミー中将も，第 17，
18 旅団の本隊もまだ国内にとどまっていた。
第 17 旅団の出港は 4 月中旬，第 18 は 5 月中旬
の出港となる。（第 17，18 旅団の送り出し準備
を整えている間に，欧州情勢は大きく変化して
行き，オーストラリアは複数個師団の海外派遣
軍を編成することになる。後述。ブレイミーは
これらをたばねる派遣軍司令官に任命される
が，そのために彼の戦地への出発は 40 年 6 月
まで延期された。）
　第 16 旅団の行き先はまだ秘密だったが，シ
ドニー出航の日，市の中心部のストリートは旗
と歓声であふれ，シドニー湾沿岸は，見送るシ
ドニー市民が岸壁からこぼれんばかりだった。
12 日，メルボルンのポート・フィリップで第 6
師団の師団本部がこれに合流（ブレイミーは未

だ）。南周りでニュージーランド第 4 旅団とと
もに西に向かい，西オーストラリア州のフリー
マントル港に 19 日到着。ここに一日だけ上陸
し，しばしの間オーストラリアの土を踏む最後
となる日を過ごした。1 月 20 日，フリーマン
トルを出港，インド洋を北西に航行しセイロン

（スリランカ）のコロンボに停泊，そこを出港
してスエズ運河に向かった。パレスチナの地で
更なる訓練を行い，そののち地中海を渡り，イ
ギリス軍と合流してフランス軍とともにヒット
ラーのドイツ軍と戦うこと……これが彼らに与
えられた任務だった。

　スエズ到着は 2 月 12 日。彼らを歓迎すべく
エジプトにおけるイギリス陸軍司令官ウェイベ
ル大将，駐エジプトイギリス大使サー・ランプ
ソン，そしてイギリスから駆けつけたイーデ
ン植民地相が，オーストラリア第 16 旅団長，
ニュージーランド第 4 旅団長がのる輸送船に
やってきたのだった。旧植民地から派遣されて
きたのは，彼らが最初の部隊だった。彼らは上
陸した後，パレスチナに向かう。  
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